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設　計　事　務　所　名 代表者 設計者

平 田 今 澤

令和 2年 12月 25日

部分詳細図３

 A1:1/10
 A1:1/20

  (新設)ピクトサイン 詳細図１　 1/5　
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  (新設)姿見鏡 詳細図 1/20
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床仕上

ビニルクロス貼

メラミン化粧板貼

巾木(床材立上)アルミ見切縁

アルミ見切縁

姿見鏡 400×1500 t1.5

木製枠(タモ集成材25×25)

壁下地：耐水合板 t12

(下地合板にビス止め、
ビス穴は木栓処理のこと)

(枠 SUS304磨き♯800)
メラミン化粧板切欠き加工
耐水合板と面一になる
ようにする。

注)設備で鏡を設置する場合も同様とする。

  (新設)廊下 流し台 詳細図 1/51/20
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天井：LGS下地、化粧石膏ボードt9.5

壁：コンクリートブロックt100 撤去

床：軽量コンクリート押え
モザイクタイル共撤去
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天板：人工大理石 t30、撤去

撤去(塩ビ廻縁共)

(100角タイル共)

FL

1/20  (撤去)界壁（男女トイレ間）及びＳＫ 詳細図
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10030

＜女子トイレ＞ ＜男子トイレ＞

注)仕上げは男子トイレ
と同じ
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お手洗いのご案内

どなたでもお使いください

視覚障碍者のための案内板です。

大切にしましょう。

平面図

面取り

捨板：トーメイ

5 6

アクリル板t=5

3
00

表示板：ガラスアクリル板 t5.0(面取り加工)
表示：(ベース) インクジェットシート出力貼り(裏貼)

(表示) インクジェットシート出力貼り(表貼)
ＵＶ点字加工

台板：アルミ複合版 t3.0

1/5　  (新設)ピクトサイン 詳細図２　
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10010030

ライニング：コンクリートブロック
t100 撤去(100角タイル共)

斜線、既設のまま

斜線、既設のまま

FL

320

H

天板：人工大理石 t30、撤去

ライニング：コンクリートブロック
t100 撤去(100角タイル共)

床：軽量コンクリート押え
モザイクタイル共撤去

ステンレス手摺 撤去

小便器 撤去(設備工事)

1
25

斜線、既設のまま

1/20  (撤去)ライニング壁 詳細図

注)他のライニング壁も準ずる。(現況・撤去平面詳細図、展開図参照)
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  (撤去)廊下 流し台 詳細図 1/20

平面図  1:20

正面図  1:20 Ａ 断面詳細図  1:20 Ｂ 断面詳細図  1:20
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モルタル塗+塗装仕上

人研ぎ仕上

450
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壁 人研ぎ撤去

流し台 撤去

モルタル塗+塗装仕上

人研ぎ仕上

壁 人研ぎ撤去

流し台 撤去
(コンクリート及び
人研ぎ仕上)

鉄筋D10-@200(縦横)
コーナー、端部鉄筋D13 全て撤去

コンクリート及び
人研ぎ仕上共撤去
(鉄筋共) 床 ビニルシート t2.0撤去

ステンレス床見切 撤去
40×20×t1.0

壁 人研ぎ撤去
モルタル塗+塗装仕上

人研ぎ仕上

コンクリート及び
人研ぎ仕上共撤去
(鉄筋共)

流し台 撤去
(コンクリート及び
人研ぎ仕上)
(鉄筋共)

床 ビニルシート t2.0撤去

Ｂ Ａ

人研ぎ流し台 全て撤去

カッター切

カッター切 カッター切

1
00

壁 モルタル撤去

斜線、既設のまま

部分詳細図

(新設)掃除用具掛け詳細図

600

1/3

(新設)掃除用具掛け詳細図 1/10

30
0

スチール(エポキシ粉体塗装)

ﾓｯﾌﾟ掛け

掃除用具掛けﾌｯｸ 1/3

ﾓｯﾌﾟ掛け 1/3

掃除用具掛けﾌｯｸ

掃除用具掛けﾌｯｸ

 A1:1/3
 A1:1/5

仕　　　様

シンク

天 板

附 属 器 具

台 輪

立上げ

泡沫横型自在水栓 A20JH-13 1

ユニット取出し金具 T2261-13 5

樹脂製排水トラップ(横引) 18-3 1

工事ブタ

仕　　　様

ステンレス SUS304 t1.0mm 表面仕上:#400

ステンレス SUS304 t1.0mm(R付) 表面仕上:#400

水切りロール加工、下地合板 t9mm

ステンレス SUS304 t1.0mm 表面仕上:#400

ステンレス SUS304 t1.0mm 表面仕上:#400

(ビス止)

本体主材

ステンレス SUS304 t1.0mm 表面仕上:#400

横型自在水栓（レバー式） A2310-13 5

ステンレス SUS304 t1.0mm 表面仕上:#400シンク

ステンレス SUS304製アジャスター

ステンレス SUS304 t1.0mm 表面仕上:#400エプロン

附 属 器 具

樹脂製排水トラップ M-14AP 2

天 板

立上げ

ステンレス SUS304 t1.0mm(R付) 表面仕上:#400

水切りロール加工、下地合板 t9mm

ステンレス SUS304製アジャスター

ステンレス SUS304 t1.0mm 表面仕上:#400エプロン

横型自在水栓（レバー式） A2310-13 4

ユニット取出し金具 T2261-13 5

家具標準仕様  『特記無き場合は下記の仕様とする』

SUS304　ｔ1.0　表面仕上：＃400ステンレスシンク

SUS304　ｔ1.0　表面仕上：＃400ステンレス天板

低温アルゴン溶接加工品　下地：合板ｔ9mm

M-14AP：樹脂製、18-3：樹脂製・横引き

※給排水管やそれらの接続、及び接続に関わる穴あけ等の二次加工は設備工事とする。

排水トラップ

共　通 ※「日本家具保証協会」認定企業の生産製品、及び監理製品とする。

※施工承認時に製作家具のカタログを提出し、監理者へ商品説明をおこなうこと。

低温アルゴン溶接加工品

※板厚が薄くなるため、プレス加工品は使用不可とする。

※「西尾家具工芸社」製品、又は同等品以上とすること。

※製作家具本体は国内生産品とする。

トラップ接続径：40A

樹脂製排水トラップ M-14AP 1
工事蓋

工事蓋 工事蓋 工事蓋

工事蓋 工事蓋
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＜深流し有りタイプ＞

Ａ－Ａ 断面詳細図  1:20

平面図  1:20

正面図  1:20＜深流し有りタイプ＞

平面図  1:20

正面図  1:20

Ｂ－Ｂ 断面詳細図  1:20

… ＳＲ－１（シリコン系シ－リング）を示す。

モルタルコテ押エt30
防滑ビニル床シート t=2.5

S-A 男子トイレ 4ヶ所

S-C 多機能トイレ

S-B 女子トイレ 4ヶ所

S-A 男子トイレ 4ヶ所

S-B 女子トイレ 4ヶ所

1ヶ所

1-A-23

工事名称

豊中市財務部施設課 豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事
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設　計　事　務　所　名 代表者 設計者

平 田 今 澤

令和 2年 12月 25日

部分詳細図４

 A1:1/30
 A1:1/50

  (新設)設備開口及び補強要領参考図

  (新設)改修後 開口部リスト 1/50

要領図－４

(鉄筋を切断せざるを得ない場合)

500

500

500

500

13
0

13
0

50

既設配筋
既設配筋

開口

設備配管

既設配筋
既設配筋

開口

設備配管

ｺﾝｸﾘｰﾄt130鉄筋ﾊﾂﾘ出し範囲
※極力最小限範囲に留めること

ｽﾘｰﾌﾞ埋設後、ｺﾝｸﾘｰﾄFC21-S18

既設配筋

既設配筋

ｺﾝｸﾘｰﾄt130鉄筋ﾊﾂﾘ出し範囲
※極力最小限範囲に留めること
ｽﾘｰﾌﾞ埋設後、ｺﾝｸﾘｰﾄFC21-S18

開口

設備配管

元開口

ｽﾘｰﾌﾞ位置移動

D13既設鉄筋にﾌﾚｱ溶接
　　(片面d10以上)

既設配筋
既設配筋

ｺﾝｸﾘｰﾄt130鉄筋ﾊﾂﾘ出し範囲
※極力最小限範囲に留めること
ｽﾘｰﾌﾞ埋設後、ｺﾝｸﾘｰﾄFC21-S18

補強ﾌﾟﾚｰﾄPL-4.5

接着系ｱﾝｶｰ
4-M10(SS400)L=90

ﾓﾙﾀﾙ充填
設備配管

接着系ｱﾝｶｰ
4-M10(SS400)L=90

補強ﾌﾟﾚｰﾄPL-4.5

補強用鋼管

ﾓﾙﾀﾙ充填

樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填
補強用鋼管

設備配管

貫通孔

13
5

(1
20

)

20

要領図－１

(鉄筋を切断しない場合) (間知が不明瞭等、鉄筋を (ｽﾘｰﾌﾞ位置移動が可能の場合)

要領図－３要領図－２

衛生設備工事)

ﾓﾙﾀﾙ充填(給排水

ﾓﾙﾀﾙ充填(給排水

ﾓﾙﾀﾙ充填(給排水衛生設備工事)

(1
95

)

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層

防水ﾓﾙﾀﾙ下地
床:磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

均しﾓﾙﾀﾙ t=15

1/20

ﾓﾙﾀﾙ充填(給排水

衛生設備工事)

衛生設備工事)

切断する恐れがある場合) 100Φ以上の開口補強は建築工事

スリーブ貫通部は、原則として鉄筋検知器を用い既設の鉄筋を切断しないようにすること。(要領図-1参照)

但し、鉄筋検知器により既設鉄筋の位置が不明もしくは切断する可能性がある箇所については要領図-2に倣いスリーブを設置すること。

万が一既設鉄筋を切断した場合は要領図-3に倣い既存鉄筋に補強を行い、スリーブを元開口から支障のない位置に設置し直すこと。

位置については監督職員・機械設備業者と協議の上決定すること。

既設鉄筋を切断後、どうしてもスリーブの位置移動も不可の場合には要領図-4に倣い補強を行うこと。

スリーブ開口は給排水衛生設備工事、補強は建築工事とする。

床・壁

開口寸法
呼び径

補強用鋼管(SGP)

内径(mm) 外径(mm) ｔ(mm)

補強ﾌﾟﾚｰﾄ
寸法 寸法

貫通孔

150Φ

125Φ

100Φ

155.2 165.2 5.0

130.8 139.8 4.5

105.3 114.3 4.5

150A

125A

100A

250×250

225×225

200×200

175Φ

150Φ

125Φ

75Φ

50Φ

63Φ

２～４階

女子トイレ

男子トイレ

Y3

Y4

流し台流し台

X6 X7 X8 X9

記　号

ダイヤ貫通数量表（改修）

数　量
備　考

Ｆ１ １６

６

４

９

スリーブ径 厚　み

２５０ｍｍ

スリーブ

床５０φ

１００φ

Ｆ３

１２５φ

２５０ｍｍ

床

Ｆ４

１５０φ

２５０ｍｍ

床

Ｆ５

２５０ｍｍ

床

６床

２５０ｍｍ７５φ

Ｆ２

数　量

２階 ３階

数　量

１階

１７

７

６

３

８

Ｆ６

６３φ ２５０ｍｍ

床

Ｗ１

Ｗ２

Ｗ４

７５φ

５０φ ２００ｍｍ

２００ｍｍ 壁

壁

数　量

４階

１２５φ ２００ｍｍ 壁

Ｗ３ １００φ ２００ｍｍ 壁

Ｗ５ １５０φ ２００ｍｍ 壁

３ ４

２ ２

０ １

３ ２

１

１ １

２

１

２

４

９

４

６

６

１６

２

２

１

２

４

９

４

６

６

１６

（注記）

　１．開口補修は本工事とする。

　２．穴明貫通は原則としてダイヤモンドカッター穴明とする。

　３．壁貫通個所については、配筋のレントゲン探査を行い、配筋切断を

　　　回避した位置をダイヤモンドカッター穴明けを行う。

　４．換気ダクト用開口穴明けは、換気図面参照のこと。

Ｆ１

Ｆ４

Ｗ３

Ｆ３Ｆ１

Ｗ１

Ｆ５

Ｆ２

Ｆ１

Ｆ３

Ｆ３

Ｆ３

Ｆ１

Ｆ１

Ｆ５

Ｆ２

Ｆ１

Ｆ１

Ｗ４Ｗ２Ｗ４Ｗ５

Ｗ１

Ｆ１

Ｗ３

Ｆ１

Ｆ３

Ｆ５

Ｆ６

Ｆ１Ｆ１
Ｆ５

Ｆ１

Ｆ４Ｆ１

Ｆ１

Ｆ１

Ｆ１
Ｆ２

Ｆ４

Ｆ２
Ｆ５ Ｆ６ Ｆ３

Ｆ４Ｆ２Ｆ２

Ｆ５

Ｆ６Ｆ５Ｆ５

Ｆ６

Ｆ５

位置

１階

下がり天井
１５００

多機能トイレ

女子トイレ
男子トイレ

流し台

Y3

Y4

流し台

前室

X6 X7 X8 X9

既設地中梁貫通穴再利用
Ｗ４

Ｗ３

Ｆ１

Ｗ１Ｗ３
Ｆ３

Ｆ４

Ｆ６

Ｆ１

Ｆ５

Ｆ１

Ｆ５

Ｆ３

Ｆ３

Ｆ３

Ｆ１

Ｆ３

Ｆ２

Ｆ１
Ｆ１ Ｆ２

Ｆ１
Ｆ４

Ｆ５

Ｆ１
Ｆ５

Ｆ３

Ｆ１

Ｆ５

Ｆ６

Ｆ１

Ｆ２

Ｆ１

Ｆ２

Ｆ６

Ｆ５
Ｆ１

Ｆ５
Ｆ１

Ｆ５
Ｆ１

Ｆ４ Ｆ２Ｆ１

Ｗ１Ｗ３

Ｆ２

Ｆ１

Ｆ１

Ｆ２

０

２ ２ ２

Ｗ５

4階天井部分のみ

 A1:1/20
1-A-24

工事名称

豊中市財務部施設課 豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事
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設　計　事　務　所　名 代表者 設計者

平 田 今 澤

現況･撤去 １階平面詳細図　展開図　天井伏図　仕上表

　平面詳細図　展開図

　天井伏図

 A1:1/50

 A1:1/100

令和 2年12月 25日

1FL

水上FL

水上FL

1FL

展開表示D

C

A

記号

A

B

ケイカル板貼t=6 (撤去) 塩ビ廻縁共

石膏ボードt=9 (撤去) 塩ビ廻縁共

撤去範囲を示す（天井下地共）

アルミ製化粧点検口 450角(撤去)

撤去内容

＜凡例＞
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4
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120

1250 1250

PS

女子トイレ 男子トイレ
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8
60

SK SK

650650

120

900 900

流し台 流し台

ｽﾛｰﾌﾟ ｽﾛｰﾌﾟ

2180

X6 X7 X8 X9

Y3

410 410 350 850 410 410

1
1
6
0

17
3
5

1
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1
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現況･撤去 １階平面詳細図 1/50

梁は、1階床梁を示す。
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現況･撤去 １階天井伏図　1/100

天井

壁

床

廊下

男子トイレ

床

巾木

部位

天井

室名 工事内容仕上

壁

備考

100角タイル貼

天井全撤去（LGS下地、吊ボルト共）､塩ビ廻縁撤去

タイル・モルタル共撤去(t=30)

ライニング壁撤去(CB t=100､RC立上り･臥梁共)

アスベスト含有材

トイレブース撤去

25角モザイクタイル貼 タイル・モルタル共撤去(t=30)

大便器撤去

１階：床下点検口 撤去

石膏ボードt=9貼(壁側)

モルタルこて押えt=20 AP

モルタルこて押え AP H=100

ビニルタイル貼

ケイカル板貼 t=6 VP　

小便器・洗面器・ハイタンク撤去

間仕切り壁（CB t=100）全撤去（PS共）

存置

ビニルタイル撤去(t=2)

女子トイレ

(FL±0)

(FL-95)

出入口スロープ 撤去

テラゾ製流し台 撤去

室名札 撤去

面台:テラゾブロック t30

存置

19丸モザイクタイル貼（流し台） タイル・モルタル共撤去(t=30)（周囲SUS押え縁共）

有孔石膏ボードt=9貼(中央部)

掲示板 存置

350

1FL±0
CH=2500

1FL-95
CH=2520

1FL-95
CH=2520

廊下

男子トイレ

展開図 1/50

１階

女子トイレ

展開図 1/50

１階

廊下

展開図 1/50

１階

1FL

C 有孔石膏ボードt=9貼 (撤去)

天井部分撤去(木下地、塩ビ廻縁共)撤去(壁側)

天井部分撤去(木下地共)撤去(中央部)

A

A

B

C

3
00
0

Y4

廊下

Y3 Y3

3000 3000

Ｂ面 Ｄ面
X8～X9間はD面 X8～X9間はB面

D 吊カーテンレール (撤去)

D

ライニング壁 (面台テラゾーブロック W=120 t=30)

ライニング壁 (面台テラゾーブロック W=220 t=30)

ライニング壁 (面台テラゾーブロック W=100･320 t=30)

Ｌ型手摺 700×700（SUS製）各階:2箇所

Ｉ型手摺 L=500（SUS製）各階:4箇所

洗面手摺（SUS製）各階:2箇所

小便器手摺（SUS製）各階:1箇所

跳ね上げ手摺（洋便器用）1･2階:各1箇所

化粧鏡 300×450 各階:4箇所

カーテン吊り下げアルミレール 1階:1箇所　

洗濯パン 640×640 1階:1箇所　

室名札 平付型 150×150 各階:2箇所　

流し台 W480×L2360×H950（テラゾー製） 各階:2箇所 

記号 撤去内容

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

記号 撤去内容

テ

ト

ナ

ニ

ヌ

ネ

ノ

ハ

ヒ

フ

ヘ

ホ

マ

撤去概要

床:19丸モザイクタイル(下地モルタル共 t=30)

床:25角モザイクタイル(下地モルタル共 t=30)

床:ビニルタイルt=2 センターライン共

床:床下点検口（SUS製450角）

床:沓摺 W=40 t=2（SUS製）

床:点字タイル 150×150（陶器製）

床:点字タイル 300×300（合成ゴム製）

壁:磁器質タイル(下地モルタル共 t=30)

壁:モルタルこて押えt=20

壁:CB t=100（下部コンクリート壁 t=100 H=1060まで）

壁:コンクリート t=150

壁:モルタル巾木 H=100

木製建具 W900×H1900 t=36 木製枠共

鋼製建具 W600×H1200 枠共

トイレブース H1856 t=36

スロープ縁 テラゾーブロック W40×H80

床:見切り縁 W=40 t=2（SUS製）

床:スラブ開口 650×650(床下点検口用)撤去部分を示す。【 仕上(下地共)･建具 】

撤去部分を示す。【 躯体共(RC･CB) 】

カッター切を示す。

梁(下階）を示す。

下部配管ピットを示す。

※廊下の床･天井の撤去範囲は仕上材の目地に合わすこと

凡例
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1-A-25

工事名称

豊中市財務部施設課 豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



図面名称 設計年月日 図面番号

有限会社リュウアーキテクツ
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設　計　事　務　所　名 代表者 設計者

平 田 今 澤

現況･撤去 ２階平面詳細図　展開図　天井伏図　仕上表

　平面詳細図　展開図

　天井伏図

 A1:1/50

 A1:1/100

令和 2年12月 25日
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現況･撤去 ２階平面詳細図 1/50

梁は、2階床梁を示す。
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仕上表(現況・撤去)

記号

A

B

ケイカル板貼t=6 (撤去) 塩ビ廻縁共

石膏ボードt=9 (撤去) 塩ビ廻縁共

撤去範囲を示す（天井下地共）

アルミ製化粧点検口 450角(撤去)

撤去内容

＜凡例＞
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現況･撤去 ２階天井伏図　1/100

天井

壁

床

廊下

男子トイレ

床

巾木

部位

天井

室名 工事内容仕上

壁

備考

100角タイル貼

天井全撤去（LGS下地、吊ボルト共）､塩ビ廻縁撤去

タイル・モルタル共撤去(t=30)

ライニング壁撤去(CB t=100､RC立上り･臥梁共)

アスベスト含有材

トイレブース撤去

25角モザイクタイル貼 タイル・モルタル共撤去(t=30)

大便器撤去

１階：床下点検口 撤去

石膏ボードt=9貼(壁側)

モルタルこて押えt=20 AP

モルタルこて押え AP H=100

ビニルタイル貼

ケイカル板貼 t=6 VP　

小便器・洗面器・ハイタンク撤去

間仕切り壁（CB t=100）全撤去（PS共）

存置

ビニルタイル撤去(t=2)

女子トイレ

(FL±0)

(FL-95)

出入口スロープ 撤去

テラゾ製流し台 撤去

室名札 撤去

面台:テラゾブロック t30

存置

19丸モザイクタイル貼（流し台） タイル・モルタル共撤去(t=30)（周囲SUS押え縁共）

有孔石膏ボードt=9貼(中央部)

掲示板 存置

廊下

C 有孔石膏ボードt=9貼 (撤去)

天井部分撤去(木下地、塩ビ廻縁共)撤去(壁側)

天井部分撤去(木下地共)撤去(中央部)

A

A

B

C

ライニング壁 (面台テラゾーブロック W=120 t=30)

ライニング壁 (面台テラゾーブロック W=220 t=30)

ライニング壁 (面台テラゾーブロック W=100･320 t=30)

Ｌ型手摺 700×700（SUS製）各階:2箇所

Ｉ型手摺 L=500（SUS製）各階:4箇所

洗面手摺（SUS製）各階:2箇所

小便器手摺（SUS製）各階:1箇所

跳ね上げ手摺（洋便器用）1･2階:各1箇所

化粧鏡 300×450 各階:4箇所

カーテン吊り下げアルミレール 1階:1箇所　

洗濯パン 640×640 1階:1箇所　

室名札 平付型 150×150 各階:2箇所　

流し台 W480×L2360×H950（テラゾー製） 各階:2箇所 

記号 撤去内容

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

記号 撤去内容

テ

ト

ナ

ニ

ヌ

ネ

ノ

ハ

ヒ

フ

ヘ

ホ

マ

撤去概要

床:19丸モザイクタイル(下地モルタル共 t=30)

床:25角モザイクタイル(下地モルタル共 t=30)

床:ビニルタイルt=2 センターライン共

床:床下点検口（SUS製450角）

床:沓摺 W=40 t=2（SUS製）

床:点字タイル 150×150（陶器製）

床:点字タイル 300×300（合成ゴム製）

壁:磁器質タイル(下地モルタル共 t=30)

壁:モルタルこて押えt=20

壁:CB t=100（下部コンクリート壁 t=100 H=1060まで）

壁:コンクリート t=150

壁:モルタル巾木 H=100

木製建具 W900×H1900 t=36 木製枠共

鋼製建具 W600×H1200 枠共

トイレブース H1856 t=36

スロープ縁 テラゾーブロック W40×H80

床:見切り縁 W=40 t=2（SUS製）

床:スラブ開口 650×650(床下点検口用)撤去部分を示す。【 仕上(下地共)･建具 】

撤去部分を示す。【 躯体共(RC･CB) 】

カッター切を示す。

梁(下階）を示す。

※廊下の床･天井の撤去範囲は仕上材の目地に合わすこと

凡例

シ

シ

シ

ス

コ

コ

コ

コ ココ

コ

コ コ

コ コ

コ
コ コ

コ

コ

サ サ

サ

サ サ

シ シ

シ

シ

シ

シ

セ セ

ソ

ソ

ソ ソ

タ

チ チ

チ

チ チ チ

チ

チ

チ

チチ

ソ

ソ

チ

チ
チ

チチ

チ

チ
チ

ツ

ツ

テ テ テ

テテ テ

ト

ナ

ニ

ニ

ニ

ニ

ヌ

ヌ

ヌ

ヌ
ヌ

ヌ

ネ

ネ
ノ

ノ ネ

ネ

ヒ ヒ

ヒ ヒ

フ

フ

ヘ ヘ ヘ

ヘ

サ

セ セ

サ

サ

ミ ミ

ミ

ミ

アルミカバー建具ミ W2180×H1100 各階:2箇所
W1100×H1100 3･4階:各1箇所 
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1-A-26

工事名称

豊中市財務部施設課 豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



図面名称 設計年月日 図面番号

有限会社リュウアーキテクツ
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設　計　事　務　所　名 代表者 設計者

平 田 今 澤

現況･撤去 ３･４階平面詳細図　展開図　天井伏図　仕上表

　平面詳細図　展開図

　天井伏図
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 A1:1/100

令和 2年12月 25日
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現況･撤去 ３･４階平面詳細図 1/50

梁は、3･4階床梁を示す。
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仕上表(現況・撤去)

記号

A

B

ケイカル板貼t=6 (撤去) 塩ビ廻縁共

石膏ボードt=9 (撤去) 塩ビ廻縁共

撤去範囲を示す（天井下地共）

アルミ製化粧点検口 450角(撤去)

撤去内容

＜凡例＞
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現況･撤去 ３･４階天井伏図　1/100

天井

壁

床

廊下

男子トイレ

床

巾木

部位

天井

室名 工事内容仕上

壁

備考

100角タイル貼

天井全撤去（LGS下地、吊ボルト共）､塩ビ廻縁撤去

タイル・モルタル共撤去(t=30)

ライニング壁撤去(CB t=100､RC立上り･臥梁共)

アスベスト含有材

トイレブース撤去

25角モザイクタイル貼 タイル・モルタル共撤去(t=30)

大便器撤去

１階：床下点検口 撤去

石膏ボードt=9貼(壁側)

モルタルこて押えt=20 AP

モルタルこて押え AP H=100

ビニルタイル貼

ケイカル板貼 t=6 VP　

小便器・洗面器・ハイタンク撤去

間仕切り壁（CB t=100）全撤去（PS共）

存置

ビニルタイル撤去(t=2)

女子トイレ

(FL±0)

(FL-95)

出入口スロープ 撤去

テラゾ製流し台 撤去

室名札 撤去

面台:テラゾブロック t30

存置

19丸モザイクタイル貼（流し台） タイル・モルタル共撤去(t=30)（周囲SUS押え縁共）

有孔石膏ボードt=9貼(中央部)

掲示板 存置

廊下

C 有孔石膏ボードt=9貼 (撤去)

天井部分撤去(木下地、塩ビ廻縁共)撤去(壁側)

天井部分撤去(木下地共)撤去(中央部)

A

A

B

C

ライニング壁 (面台テラゾーブロック W=120 t=30)

ライニング壁 (面台テラゾーブロック W=220 t=30)

ライニング壁 (面台テラゾーブロック W=100･320 t=30)

Ｌ型手摺 700×700（SUS製）各階:2箇所

Ｉ型手摺 L=500（SUS製）各階:4箇所

洗面手摺（SUS製）各階:2箇所

小便器手摺（SUS製）各階:1箇所

跳ね上げ手摺（洋便器用）1･2階:各1箇所

化粧鏡 300×450 各階:4箇所

カーテン吊り下げアルミレール 1階:1箇所　

洗濯パン 640×640 1階:1箇所　

室名札 平付型 150×150 各階:2箇所　

流し台 W480×L2360×H950（テラゾー製） 各階:2箇所 

記号 撤去内容

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

記号 撤去内容

テ

ト

ナ

ニ

ヌ

ネ

ノ

ハ

ヒ

フ

ヘ

ホ

マ

撤去概要

床:19丸モザイクタイル(下地モルタル共 t=30)

床:25角モザイクタイル(下地モルタル共 t=30)

床:ビニルタイルt=2 センターライン共

床:床下点検口（SUS製450角）

床:沓摺 W=40 t=2（SUS製）

床:点字タイル 150×150（陶器製）

床:点字タイル 300×300（合成ゴム製）

壁:磁器質タイル(下地モルタル共 t=30)

壁:モルタルこて押えt=20

壁:CB t=100（下部コンクリート壁 t=100 H=1060まで）

壁:コンクリート t=150

壁:モルタル巾木 H=100

木製建具 W900×H1900 t=36 木製枠共

鋼製建具 W600×H1200 枠共

トイレブース H1856 t=36

スロープ縁 テラゾーブロック W40×H80

床:見切り縁 W=40 t=2（SUS製）

床:スラブ開口 650×650(床下点検口用)撤去部分を示す。【 仕上(下地共)･建具 】

撤去部分を示す。【 躯体共(RC･CB) 】

カッター切を示す。

梁(下階）を示す。

※廊下の床･天井の撤去範囲は仕上材の目地に合わすこと

凡例
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アルミカバー建具ミ W2180×H1100 各階:2箇所
W1100×H1100 3･4階:各1箇所 
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工事名称

豊中市財務部施設課 豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



１．一般共通事項

○ 設 計 変 更 に 関 わ る 工 事 は 監 督 職 員 の 指 示 に よ っ て 行 う 。

№

建

1級建築士登録

検　　印

○ そ の 他 の 事 項 や 書 式 に つ い て は 、 「 豊 中 市 建 築 工 事 提 出 書 類 作 成 要 領 ・ 受 注 者 検

○ 受 注 者 よ り 提 出 さ れ た 施 工 図 及 び 、 施 工 計 画 書 の 著 作 に か か わ る 当 該 建 物 に 限 る

　 使 用 権 は 、 発 注 者 に 委 譲 す る も の と す る 。

○ 疑 義 が 生 じ た 場 合 は 監 督 職 員 と 協 議 の 上 決 定 す る こ と 。

○ 運 送 業 に つ い て は 、 貨 物 自 動 車 運 送 業 法 を 遵 守 す る こ と 。 ま た 、 一 般 貨 物 自 動 車

○ 特 記 な き 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書

○ 施 設 利 用 者 及 び 近 隣 住 民 の 安 全 対 策 に つ い て は 、 監 督 職 員 、 施 設 管 理 者 と 十 分 協

　 議 を 行 い 終 始 安 全 に 注 意 し 施 工 す る こ と 。

○ 近 隣 へ の 工 事 説 明 等 は 受 注 者 に て 行 う こ と 。 （ 求 め ら れ た 場 合 の 説 明 会 を 含 む ）

○ 工 事 に 伴 う 近 隣 の 安 全 対 策 、 折 衝 及 び 損 害 補 償 は す べ て 受 注 者 が 行 う こ と 。

○ 工 事 車 両 に お け る 事 故 防 止 の 安 全 対 策 は 受 注 者 の 責 務 と す る 。

○ 工 事 車 両 駐 車 場 は 図 示 す る 範 囲 と し 、 周 辺 道 路 は 全 て 駐 車 禁 止 と す る 。 ま た 駐 車

　 場 の 不 足 に つ い て は 、 受 注 者 の 負 担 に て 近 隣 で 確 保 す る こ と 。

○ 仮 設 電 力 ・ 用 水 ・ 電 話 は 工 事 専 用 と し 、 引 込 等 の 費 用 は 本 工 事 に 含 む 。

○ 解 体 及 び は つ り 工 事 の 実 施 時 期 に つ い て は 、 監 督 職 員 、 施 設 管 理 者 と 協 議 の 上 、

　 決 定 す る こ と 。

○ 解 体 及 び は つ り 工 事 等 の 騒 音 、 粉 塵 及 び 振 動 を 伴 う 作 業 に つ い て は 、 周 辺 環 境 へ

　 の 影 響 の 少 な い 工 法 及 び 作 業 を 選 定 す る こ と 。 ま た 換 気 装 置 、 送 風 機 用 ダ ク ト 、

　 集 塵 機 等 に よ り 周 辺 へ の 粉 塵 飛 散 の 抑 制 を 行 う こ と 。

○ 石 綿 含 有 建 材 の 除 去 工 事 の 実 施 時 期 に つ い て は 、 監 督 職 員 、 施 設 管 理 者 と 協 議 の

　 上 、 決 定 す る こ と 。

○ 室 内 化 学 物 質 等 の 測 定 は 文 部 科 学 省 が 定 め る 基 準 以 下 で あ る こ と を 確 認 し 、 気 温

　 、 湿 度 （ 室 内 ・ 室 外 ） 、 天 候 、 風 の 状 況 、 日 射 進 入 状 況 、 測 定 月 日 、 時 間 、 窓 の

　 測 定 す る 化 学 物 質 の 種 類

　 　 　 　 　 　 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド ・ ・ ・ ・ ・ 100ug/m 3  0 .08 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 ト ル エ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 260ug/m 3  0 .07 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 ス チ レ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 220ug/m 3  0 .05 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン ・ ・ ・ 240ug/m 3  0 .04 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 エ チ ル ベ ン ゼ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3800ug/ m3  0.8 8pp m以 下

　 測 定 方 法 　 　 ア ク テ ィ ブ 型 採 取 機 器 に よ り 行 う 。

　 対 象 室

○ 測 定 機 関 は 受 注 者 以 外 の 専 門 測 定 機 関 等 に 委 託 す る こ と 。 測 定 機 関 等 に つ い て は

　 都 道 府 県 労 働 局 に 登 録 さ れ て い る 作 業 環 境 測 定 機 関 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 技 術 を

　 有 す る 者 と す る 。

○ 敷 地 内 に 現 場 事 務 所 等 を 新 た に 設 置 す る 場 合 、 豊 中 市 火 災 予 防 条 例 第 45条 の 規 定

　 に よ り 、 届 出 書 を 所 轄 消 防 署 へ 提 出 す る こ と 。

　 し て 、 無 断 の 工 事 関 係 者 以 外 の 立 ち 入 り を 不 可 と す る こ と 。

○ 工 事 に 伴 う 移 動 可 能 な 備 品 等 の 移 動 は 原 則 図 面 に よ る が 、 監 督 職 員 ・ 施 設 管 理 者

　 と 十 分 協 議 の 上 そ の 指 示 に 従 い 、 移 動 等 を 行 う こ と 。 ま た 、 図 示 な き 場 所 の 移 動

　 に つ い て も 、 協 議 の 上 軽 微 な も の は 本 工 事 に 含 む 。

○ 本 工 事 の 施 工 に あ た り 支 障 と な る 樹 木 、 フ ェ ン ス 、 屋 外 通 路 の 屋 根 等 の 枝 払 い 、

　 移 植 、 仮 撤 去 ・ 復 旧 等 は す べ て 本 工 事 に 含 む 。

○ 工 事 使 用 範 囲 に つ い て は 購 入 土 （ マ サ 土 ） に て 整 地 ・ 転 圧 を 行 う こ と 。

○ 外 部 足 場 は Ｗ 900以 上 （ 昇 降 部 ： Ｗ 1200以 上 ） と す る 。

○ 本 工 事 は 、 建 築 基 準 法 、 労 働 安 全 衛 生 法 、 大 気 汚 染 防 止 法 、 建 設 工 事 公 衆 災 害 防

　 止 対 策 要 綱 、 そ の 他 関 連 法 令 を 遵 守 す る こ と 。

　 を 行 う 場 合 は 作 業 時 間 及 び 作 業 内 容 を 施 設 管 理 者 に 説 明 し た 上 で 、 承 諾 を 得 る こ

　 と 。

　 開 閉 状 況 、 機 械 換 気 量 、 工 事 完 成 時 か ら 測 定 ま で の 日 数 、 測 定 濃 度 、 測 定 方 法 及

　 測 定 時 期 　 　 施 工 前 　 　 工 事 完 了 後

○ 各 種 揮 発 性 有 機 化 合 物 濃 度 が 上 記 測 定 基 準 値 以 下 と な る こ と を 確 認 す る ま で は 引

　 渡 し 不 可 と す る 。 そ の 場 合 に は 発 生 原 因 を 究 明 し 汚 染 物 質 の 発 生 を 低 く す る 等 、

　 適 切 な 措 置 を 講 じ る 。 さ ら に 十 分 な 換 気 を 励 行 し 再 度 測 定 を 行 う 。 測 定 値 が 基 準

工事概要

　 ２ ． 仮 設 工 事
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第256765号
西本　裕昭

○ 工 事 現 場 内 を 含 む 、 敷 地 内 は 全 面 禁 煙 と す る 。

　 　 　 　 　 　 キ シ レ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 200ug/m 3  0 .05 ppm以 下

○ 撤 去 に 伴 う ガ ラ 等 の 発 生 材 の 処 理 に つ い て は 、 「 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る

工事名

期間

監理

施工

工事

5
0
0

建築主体工事（　　　）

電気設備工事（　　　）

機械設備工事（　　　）

840

　 協 力 依 頼 板 、 危 険 表 示 等 を 設 置 す る こ と 。

○ 表 示 位 置 は 監 督 職 員 の 指 示 す る 場 所 と す る 。

○ 表 示 板 仕 様 ： 木 下 地 亜 鉛 鉄 板 貼 の 上 Ｓ Ｏ Ｐ 仕

　 　 　 　 　 　 　 上 げ

○ 本 工 事 に よ り 、 付 近 の 敷 地 及 び 既 存 建 物 そ の 他 に 損 傷 を 与 え た 場 合 に は 、 受 注 者

　 の 負 担 に て 全 て 原 状 回 復 を 行 う こ と 。

　 施 工 す る こ と 。

○ 工 期 内 の 施 工 に 伴 う 災 害 及 び 公 害 の 防 止 は 、 建 築 基 準 法 、 労 働 安 全 衛 生 法 、 大 気

　 汚 染 防 止 法 、 建 設 工 事 公 衆 災 害 防 止 対 策 要 綱 、 そ の 他 関 係 法 令 に 従 い 適 切 な 処 置

　 を 行 う と と も に 、 特 に ① ～ ④ の 事 項 を 守 る こ と 。

　 ① 第 三 者 に 災 害 を 及 ぼ し て は な ら な い 。

　 ② 公 害 の 防 止 に 努 め る こ と 。

　 ③ 善 良 な 管 理 職 員 の 注 意 を も っ て し て も 、 災 害 ま た は 、 公 害 の 発 生 の 恐 れ が あ る

　 　 場 合 の 処 置 に つ い て は 速 や か に 監 督 職 員 と 協 議 す る こ と 。

○ 工 事 に 伴 い 障 害 物 が 発 見 さ れ た と き は 、 速 や か に 監 督 職 員 に 報 告 し 、 協 議 の 上 、

　 ④ 受 注 者 は 工 事 期 間 中 、 火 災 保 険 を 含 む 建 設 工 事 保 険 に 加 入 す る こ と 。 ま た 、 損

　 　 害 を 補 填 で き る 第 三 者 損 害 賠 償 責 任 保 険 に 加 入 す る こ と 。

○ 着 工 に 先 立 ち 施 工 計 画 書 を 提 出 し 、 監 督 職 員 の 承 諾 を 得 る こ と 。 ま た 、 工 事 完 了

　 時 に は 施 工 報 告 書 を 提 出 す る こ と 。

○ 豊 中 市 環 境 の 保 全 等 の 推 進 に 関 す る 条 例 に 定 め る 特 定 建 設 作 業 を 行 う 場 合 は 、 速

　 す る こ と 。

　 る 。

　 査 要 領 」 「 建 築 材 料 等 評 価 名 簿 （ 最 新 版 ） （ 一 般 社 団 法 人 公 共 建 築 協 会 ） 」 に よ

○ 仮 間 仕 切 り の 扉 等 工 事 範 囲 の 出 入 口 は 、 施 錠 を 行 う か 交 通 誘 導 員 を 配 置 す る な ど

○ 交 通 誘 導 員 の 配 置 は 、 特 記 仕 様 書 の ほ か 仮 設 計 画 図 に よ る 。

○ 労 働 安 全 衛 生 規 則 を 遵 守 し 、 仮 設 足 場 を 設 置 す る こ と 。 ま た 、 労 働 安 全 衛 生 法 に

　 基 づ く 届 出 を 行 う こ と 。

○ 敷 地 内 に 現 場 事 務 所 等 を 新 た に 設 置 す る 場 合 、 基 礎 を 建 築 基 準 法 第 20条 に 適 合 さ

　 せ る こ と 。

○ 施 工 図 ・ 施 工 計 画 書 の 作 成 に 際 し 、 関 連 工 事 及 び 別 途 工 事 （ 設 備 工 事 等 ） を 含 め

　 た 総 合 図 を 作 成 し 、 監 督 職 員 の 承 諾 を 得 る こ と 。

○ 学 校 に お け る 工 事 の 場 合 は 、 テ ス ト 期 間 中 は 軽 作 業 の み と す る 。 や む を え ず 作 業

○ 竣 工 引 渡 し 時 、 施 工 上 の 欠 陥 あ る い は 使 用 材 料 の 不 良 に よ り 生 じ た 破 損 は 、 直 ち

　 に 無 償 手 直 し を す る 旨 の 保 証 書 を 受 注 者 ・ 施 工 業 者 ・ 製 造 メ ー カ ー 連 名 に て 提 出

　 す る こ と 。 各 保 証 期 間 は 以 下 に よ る 。

　 塗 装 工 事 ： 2年 　 外 壁 塗 装 工 事 ： 2年

　 防 水 工 事 ： 10年 　 床 シ ー ト 類 ： 2年

　 シ ー リ ン グ 工 事 ： 5年 　 塗 膜 防 水 工 事 ： 5年

　 ア ス フ ァ ル ト シ ン グ ル 工 事 ： 10年 　 EV： 2年

　 行 う こ と 。

○ 別 契 約 の 関 連 工 事 に つ い て 、 関 連 工 事 の 受 注 者 に 対 し 、 次 の も の に つ い て 便 宜 を

　 供 与 す る 。 こ れ ら に 要 す る 費 用 の 負 担 は 、 全 て 受 注 者 の 負 担 と す る 。 そ の 他 に つ

　 い て は 工 事 区 分 表 に よ る 。

　 ① 関 連 工 事 を 行 う 場 所 へ の 出 入 り 及 び 安 全 管 理

　 ② 仮 囲 い ・ 足 場 等 の 仮 設 物 の 利 用

　 ③ 障 害 と な る 仮 設 物 の 取 除 き 、 貫 通 孔 等 の 設 置 、 ボ ル ト ・ イ ン サ ー ト 等 の 取 付 け

　 ④ 材 料 の 取 込 に 必 要 な 搬 入 口 ・ 通 路 等 の 設 置 ・ 確 保

○ 前 項 の 場 合 に お い て 請 負 代 金 額 の 変 更 を 行 う 場 合 は 、 そ の 都 度 施 工 に 着 手 す る 前

○ 増 減 内 訳 書 に お け る 工 事 単 価 は 工 事 請 負 契 約 時 の 工 事 単 価 と す る 。

○ 本 工 事 に お け る 市 よ り 公 開 す る 参 考 数 量 書 は 参 考 資 料 の た め 、 設 計 変 更 及 び 差 引

　 増 減 の 対 象 と な ら な い も の と す る 。 ま た 、 参 考 数 量 書 の 内 容 は 質 疑 の 対 象 と な ら

　 な い も の と す る 。 な お 、 本 図 面 と 参 考 数 量 書 と の 間 で 相 違 が あ っ た 場 合 は 図 面 を

　 優 先 と す る 。

○ 受 注 者 は 請 負 契 約 締 結 後 10日 以 内 に 本 工 事 に 係 る 差 引 増 減 対 応 が 可 能 な 工 事 費 内

　 訳 書 を 施 設 課 へ 提 出 す る こ と 。

○ 質 疑 は 必 ず 文 書 に て 行 い 、 電 話 等 で は 行 わ な い こ と 。 や む を 得 ず 電 話 等 に て 行 う

　 場 合 は 、 質 疑 内 容 等 を 記 載 し た 質 疑 応 答 書 を 作 成 の 上 、 す み や か に 監 督 職 員 の 承

　 諾 を 得 る こ と 。

○ 工 事 写 真 は 、 国 土 交 通 省 「 営 繕 工 事 写 真 撮 影 要 領 」 に 準 拠 す る も の と す る 。

○ 設 計 図 書 は 、 主 要 な 部 位 ・ 事 項 に つ い て の 設 計 意 図 を 示 す も の で あ り 、 必 ず し も

　 工 事 の 完 了 に 必 要 な す べ て の 情 報 を 網 羅 す る も の で は な い 。

○ 受 注 者 は 、 設 計 図 書 に 示 さ れ た 情 報 を も と に 、 製 造 者 等 の 特 定 を 経 て 、 工 程 や 下

　 地 等 を 考 慮 の う え 、 責 任 を 持 っ て 生 産 設 計 、 製 作 、 施 工 を 行 い 、 工 事 の 適 切 な 進

　 行 と 完 成 に 必 要 な す べ て の も の を 供 給 す る 。

○ 設 計 図 書 に お け る 疑 義 は 、 工 事 請 負 契 約 締 結 前 に 質 疑 回 答 書 等 を も っ て 解 決 済 み

　 と み な す 。 工 事 請 負 契 約 締 結 後 に 標 仕 [1.1.8 (1)]の 疑 義 等 が 発 見 さ れ た 場 合 、 原

　 則 と し て 請 負 代 金 額 の 増 額 及 び 工 期 延 長 は 行 わ な い 。

　 法 律 」 「 建 設 リ サ イ ク ル 法 」 等 に よ る 、 建 設 廃 棄 物 処 理 委 託 契 約 書 の 写 し を 提 出

工事名称

工事場所

工事種目

一 般 事 項

　 や か に 、 同 届 出 書 を 本 市 環 境 部 環 境 指 導 課 へ 提 出 し 、 そ の 写 し を 監 督 職 員 へ 提 出

○ 建 設 業 退 職 金 共 済 制 度 掛 金 収 納 書 届 及 び 証 紙 の 受 払 簿 を 監 督 職 員 へ 提 出 す る こ

　 と 。 ま た 、 本 工 事 が 同 制 度 加 入 済 み で あ る こ と の 標 記 を 、 現 場 内 で 監 督 職 員 の 指

　 示 す る 場 所 に 掲 示 す る こ と 。

○ 工 事 表 示 板 、 建 設 業 許 可 票 、 労 災 成 立 証 明 票

　 す る こ と 。 ま た 、 再 生 資 源 利 用 計 画 書 及 び 実 施 書 に 数 量 を 入 力 し 、 入 力 デ ー タ 等

　 を 監 督 職 員 に 提 出 す る こ と 。

○ 発 生 し た 廃 棄 物 は 、 現 場 よ り 直 接 処 分 場 へ 持 ち 込 む こ と と す る 。

運 送 事 業 を 経 営 し よ う と す る も の は 、 国 土 交 通 大 臣 の 許 可 を 受 け た 者 と す る こ と 。

○ 本 工 事 は 「 情 報 共 有 シ ス テ ム 」 を 活 用 す る 工 事 で あ る 。 適 用 に あ た っ て は 、 国 土

　 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 が 定 め る 「 工 事 施 工 中 に お け る 受 発 注 者 間 の 情 報 共 有

　 シ ス テ ム 機 能 要 件 2019年 版 営 繕 工 事 編 」 を 満 た す 情 報 共 有 シ ス テ ム と し 、 監 督 職

　 員 と 協 議 の 上 決 定 し 使 用 す る こ と 。

　 提 出 書 類 は 原 則 、 情 報 共 有 シ ス テ ム を 使 用 し 、 電 子 提 出 す る こ と 。

〇 石 綿 含 有 建 材 の 有 無 に 関 わ ら ず 、 建 築 物 （ 建 築 設 備 を 含 む ） 等 の 解 体 ・ 改 修 工 事

　 を 行 う 前 に 石 綿 含 有 建 材 の 調 査 を 実 施 し 、 調 査 結 果 を 発 注 者 及 び 大 阪 府 に 報 告 す

　 る こ と 。 調 査 結 果 の 報 告 は 、 大 阪 府 に 対 し て は 原 則 と し て 石 綿 事 前 調 査 結 果 報 告

　 シ ス テ ム を 使 用 し 、 発 注 者 に 対 し て は 監 督 職 員 の 指 示 に よ る も の と す る 。

　 な お 、 当 調 査 は 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 又 は 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

　 査 者 が 行 う も の と す る 。

　 ま た 、 敷 地 外 に お い て も 近 隣 住 民 の 迷 惑 に な る 場 所 で の 喫 煙 は 避 け る こ と 。

関 連 工 事 ○ 総 括 安 全 衛 生 管 理 者 と し 、 労 働 者 の 危 険 又 は 健 康 障 害 を 防 止 す る た め の 措 置 等 を

設 計 変 更

数 量 公 開

工 事 関 係 図 書

工 事 現 場 管 理 化 学 物 質 の 濃 度 測 定

工 事 検 査

及 び 技 術 検 査

に 請 負 代 金 額 の 増 減 を 明 示 し た 増 減 内 訳 書 を 提 出 し 監 督 職 員 の 確 認 を 受 け る こ と 。

　 す る こ と 。

○ 工 事 中 に お け る 道 路 清 掃 を 励 行 し 、 特 に 進 入 路 付 近 の 清 掃 は 随 時 行 う こ と 。

　 び 使 用 し た 機 器 を 明 示 し た 報 告 書 を 提 出 す る こ と 。

　 値 以 下 と な る こ と を 確 認 後 に 引 渡 し す る こ と 。

完 成 写 真

　 　 　 　 　 　 ア ン グ ル を 考 慮 し て 着 工 前 に 撮 影 ）

完 成 図

　 現 況 写 真 　 （ 工 事 場 所 及 び そ の 附 近 の 必 要 と 思 わ れ る 箇 所 に つ い て 完 成 後 の 写 真

　 竣 工 写 真 と 現 況 写 真 を 対 比 し た ア ル バ ム デ ー タ

　 竣 工 写 真 　 竣 工 後 、 外 観 や 室 内 各 室 を 撮 影

〇 工 事 完 成 時 に 以 下 の も の を 監 督 職 員 に 提 出 す る 。

〇 以 下 の も の を 監 督 職 員 に 提 出 す る 。

　 完 成 図 の デ ー タ

　 （ 製 本 サ イ ズ と 作 成 部 数 は 監 督 職 員 に 確 認 す る こ と 。 ）

○ 工 事 着 手 、 施 工 、 完 成 に あ た り 、 「 標 仕 」 1.1.3 に よ る 関 係 官 公 署 そ の 他 の 関 係

　 機 関 へ の 必 要 な 届 出 手 続 き 等 「 監 理 指 針 」 表 1.1.1 を 遅 滞 な く 行 う 。 な お 、 こ れ

　 に 要 す る 費 用 は 本 工 事 に 含 む 。

○ 作 業 時 間 は 原 則 と し て 午 前 8時 か ら 午 後 6時 ま で と し 、 土 曜 、 日 曜 、 祝 日 は 休 業 と

　 完 成 図 を 印 刷 し 、 背 張 り 製 本 し た も の 　 A4判 2冊 程 度

　 を え ず 計 画 通 知 の 変 更 等 を 行 う 場 合 は 全 て 受 注 者 の 負 担 に て そ の 手 続 き を 行 う こ

　 と 。 な お 、 そ れ に 伴 う 本 工 事 の 工 期 変 更 及 び 金 額 変 更 は 一 切 認 め な い 。

○ 屋 内 で 使 用 す る 材 料 の 選 定 に あ た っ て は 、 揮 発 性 有 害 物 質 の 放 散 に よ る 健 康 へ の

　 影 響 に 配 慮 す る こ と 。

○ 可 能 な 限 り リ サ イ ク ル 材 を 使 用 す る こ と 。

○ 図 中 寸 法 は す べ て 参 考 寸 法 と し 、 施 工 に 先 立 ち 現 場 実 測 等 を 行 い 設 計 図 書 と 現 場

　 と の 相 違 が な い か 確 認 す る こ と 。 ま た 、 相 違 が あ っ た 場 合 は 速 や か に 監 督 職 員 に

　 報 告 す る こ と 。

○ 隠 ぺ い 部 分 の 工 事 は 事 前 に 監 督 職 員 の 確 認 を 受 け た 後 、 次 の 工 程 に 進 む こ と 。 な

○ 監 督 職 員 に よ る 立 会 検 査 時 は 、 工 事 受 注 者 に よ る 検 査 を 行 い 、 そ の 記 録 を 提 出 （

　 写 真 含 ） し な け れ ば な ら な い 。 記 録 が な い 場 合 は 監 督 職 員 に よ る 検 査 は 行 わ ず 、

　 そ れ に よ る 工 事 の 遅 延 は 工 事 受 注 者 の 責 と み な す 。

○ 工 事 車 両 及 び 工 事 関 係 車 両 は 、 当 工 事 で あ る 旨 の 表 示 を 行 う こ と 。 な お 、 そ の 表

　 示 は 、 第 三 者 が 識 別 で き る よ う 工 夫 す る こ と 。

○ 本 工 事 の す べ て の 作 業 員 は 名 札 ま た は 腕 章 等 で 、 本 工 事 の 作 業 員 で あ る こ と を 明

　 示 す る こ と 。

○ 本 工 事 に 使 用 す る す べ て の 材 料 は 工 事 施 工 前 に 、 監 督 職 員 の 指 示 す る 資 材 の Ｓ Ｄ

　 Ｓ （ 安 全 デ ー タ シ ー ト ） 等 を 提 出 す る こ と 。

○ 図 面 中 、 同 等 品 以 上 （ 同 等 以 上 ） と 注 記 さ れ た 製 品 及 び 工 法 に お い て 、 同 等 品 以

　 上 の も の を 使 用 す る 場 合 は 事 前 に 監 督 職 員 の 承 諾 を 得 る こ と 。 そ の こ と に よ り 建

○ 国 等 に よ る 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 （ グ リ ー ン 購 入 法 ） に 定 め る

　 と こ ろ に よ り 、 環 境 負 荷 を 低 減 で き る 材 料 を 選 択 す る よ う 努 め る こ と 。

材 料 ・ 工 法

施 工

　 築 基 準 法 第 18条 第 2項 の 規 定 に よ る 計 画 通 知 の 変 更 は 原 則 と し て 認 め な い 。 や む

　 お 確 認 な き も の は 、 す べ て 無 効 と し 手 直 し 等 の 費 用 は す べ て 受 注 者 の 負 担 と す る 。

○ 本 工 事 は ４ 週 ８ 休 対 象 工 事 で は あ り ま せ ん 。 作 業 時 間 等 は 「 工 事 現 場 管 理 」 参 照

2 0 2 4年 4月 作 成

・ 和 式 便 器 か ら 洋 式 便 器 へ の 改 修 工 事 に 伴 う ト イ レ ブ ー ス の 撤 去 ・ 新 設 等

　 測 定 対 象 室 及 び 測 定 箇 所 数 　 ２ 箇 所

特記仕様書

令和6年(2024年)3月　

2-1

　 工 事 に 含 む 。

３ ． 土 工 事

○ 残 土 処 分 は 市 が 指 定 す る 処 分 場 に て 処 分 す る こ と 。 な お 、 分 析 に か か る 費 用 は 本

４ ． 内 装 工 事

○ ト イ レ ブ ー ス の 表 面 仕 上 げ 材 は 下 記 の と お り と す る 。

・ ド ア エ ッ ジ … ア ル ミ ニ ウ ム 製 （ Ｒ 形 状 ）

〇 ト イ レ ブ ー ス は 、 下 記 又 は 同 等 品 以 上 と す る こ と 。

ト イ レ ブ ー ス 　

材 料 　

小 松 ウ ォ ー ル 工 業 （ 株 ） 、 三 和 シ ヤ ッ タ ー （ 株 ） 、 コ マ ニ ー （ 株 ）

・ 表 面 材 の 材 質 … メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板

・ 脚 部 … サ ポ ー ト

（ 令 和 4年 版 ） 」 （ 以 下 「 標 仕 」 と い う 。 ） 、 「 建 築 工 事 監 理 指 針 （ 令 和 4年 版 ） 」

　 及 び 「 公 共 建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 令 和 4年 版 ） 」 （ 以 下 「 改 仕 」 と い う 。 ） 、

　 「 建 築 改 修 工 事 監 理 指 針 （ 令 和 4年 版 ） 」 に よ る 。

豊 中 市 立 高 川 小 学 校 外 1校 ト イ レ 等 内 装 改 修 及 び 渡 り 廊 下 改 修 工 事

豊 中 市 豊 南 町 東 1丁 目 1番 1号

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事
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西 本 裕 昭

1 棟

高川スポーツルーム
高川老人憩の家

高川図書館

野田小曽根線歩道橋
野田小曽根線

小曽根第47号線

北
条
豊
南
線

中庭

体　育　館

機械室渡り廊下

渡り
廊下

運　動　場

交流広場

教材園

砂場

倉庫

倉庫 鉄棒 うんてい ジャングルジム

のぼり棒

ブランコ

Ｎ

UP

UP

UP

44
00

9 0
00

4000

附近見取図 1:3,000

ＮＮ

小曽根四丁目

小曽根南公園

下高川橋

小曽根五丁目

神
崎

刀
根

山
線

豊南町東一丁目

豊南町東二丁目

野田小曽根線

高川小学校

工事場所

神
崎
刀
根
山
線

配置図　S:1/600

S=1/600

12-1棟

2 -1棟

棟21

倉庫

女子
便所

男子
便所

洗い場

女子

男子
脱衣室

シャワー

洗い場

機械室 下部倉庫

脱衣室
プ－ル

X2 X4
Y7

Y8
便所
女子 男子

便所

2 -1棟トイレ改修箇所（1～4F）

付近見取り図　S:1/3000

凡例

工事対象箇所を示す。

仮囲い　フェンスバリケード　H=1,800

パネルキャスターゲート

交通誘導員常駐1名

交通誘導員BOX

車両出入口

注記

※工事関係者および、工事車両の出入りは、8時30分以降とすること。

※仮設工事着手前に学校担当者と打合せを行い､学校･監督職員の

　承諾のもと､仮設工事を行うこと｡

※工事期間内において学校行事により仮囲い等の盛り替えが必

　要な場合は､随時対応すること｡

※実施工程の作成にあたり､学校の行事予定を十分考慮したうえ

　で作成を行い､監督職員の承認を受けること｡

※安全衛生上､塗料･溶剤等は学校に仮置きすることが無きよう､

　持ち込み､持ち帰りを作業日ごとに行うこと｡

※その他､工事により破損､汚れが生じた場合は復旧､洗浄のこと｡

※工事車両が頻繁に往来する際は､交通整理員を随時増員すること。

※本仮設計画､要綱等は参考とし､実工事状況､施工性､安全性､諸

　基準に配慮のうえ､施工を行うものとし､それらの対処について

　は全て本工事に含むものとする｡

※運動場仮囲い･工事車両進入経路内は､工事竣工後整地を行うこと。

コーン・バー

18ｍ

令和6年(2024年)3月 

2-2

プール附属棟トイレ改修箇所

付近見取図・配置図

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



1,
16
0

6 9

D

C

6 7 8 9

TB TB
1 2

FL

既設平面詳細図（各階共通）1/30

既設建具表　　1/50

トイレブース（既設・撤去） トイレブース（既設・撤去）記号・形式

姿　図

位置・数量

仕上・見込 シナベニヤt6（タイプ1）AP　　　33 シナベニヤt6（タイプ1）AP　　　33

硝　子

金　物 頭つなぎ　FB-6＊33　 頭つなぎ　FB-6＊33　

その他金物一式 その他金物一式

備　考

検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

3,000 3,000 3,000

610 2,300 540 1,050 500 1,000 340 2,300 360

3,000 1,500 1,500 3,000

1
,
2
7
5

2
7
5

1
,
1
0
0

1
,
3
5
0

4
,
0
0
0

3,000 360 900 240240 900 360 3,000

PSSK SK

100100

100
100

150

1
7
5 7
5

100
50

7
5

7
5

2
6
0

4
0
0

6
0

1
0
0 4
0

6
0
0

3
0
0

6
0
0

3
0
0

1
0
0

6
0
0

30
0

1
00

40
4
0

8
2
0

6
0
0

70
0

1
5
0

6
0
0

30
0

40

1
0
0

1
0
0

4
0

10
0

70040

93040

TB
1

TB
2

300 300 600 600 400 260

40

100600 300
40

100
40

60
100

1,020 1,040 1,040 740

3,840

100 700 150

4040 100 600 300

100600820

1～4F　女子トイレ 4 1～4F　男子トイレ 4

93
0

TB
3

シナベニヤt6（タイプ1）AP　　　33

頭つなぎ　FB-6＊33　

その他金物一式

TB
3

トイレブース（存置）

160700140

96040

1
,3
4
0

140 700 160

1,000

1,
30
0

5
0

1
,
7
50

1
,
8
0
0

5
0

1
,
7
5
0

1
,
8
0
0

5
0

1
,
7
50

1
,
8
0
0

40930

41～4F　女子トイレ

女子トイレ

男子トイレ

1,16040

ブース撤去

ブース撤去

②－1棟１F平面詳細図（既設）

撤去範囲を示す。

手摺存置

ブース存置

手摺存置

掃除用具掛け撤去

掃除用具掛け撤去

93
0

令和6年（2024年）3月
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豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



1,
30
0

40

トイレブース（存置）TB TB
1 2

ステンレス製 φ34+塩ビ樹脂被覆材
取付要領はメーカー標準仕様による

改修建具表　　1/50

トイレブース（新設）記号・形式 トイレブース（新設）

姿　図

位置・数量

メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色）　40仕上・見込 メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色）40

硝　子

金　物

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

備　考 手摺、ペーパーホルダー等取付部は下地補強手摺、ペーパーホルダー等取付部は下地補強

検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

1～4F　女子トイレ 1～4F　男子トイレ4 4

6 9

D

C

6 7 8 9

3,000 3,000 3,000

610 2,300 540 1,050 500 1,000 340 2,300 360

3,000 1,500 1,500 3,000

1
,
2
7
5

2
7
5

1
,
1
0
0

1
,
3
5
0

4
,
0
0
0

3,000 360 900 240240 900 360 3,000

PSSK SK

100100

100
100

150

1
7
5 7
5

100
50

7
5

7
5

8
2
0

6
0
0

40

1
0
0

1
0
0

4
0

10
0

70040

改修平面詳細図（各階共通）1/30

40

TB
2TB

3

TB
3

140 700 160

1,000

シナベニヤt6（タイプ1）AP　　　33

頭つなぎ　FB-6＊33　

その他金物一式

FL

100
40

100
40 40

100
60

1,000 40 1,000 40 1,000 40 720

40

1,0204095040

820 600 100

1,520

1,
9
0
0

1,
9
0
0

41～4F　女子トイレ

女子トイレ

男子トイレ
40

ブース新設

ブース新設

②－1棟１F平面詳細図（改修）

TB
1

1
0
0

1
00

4
0

40

1
0
0

6
0

40

1,300 1,300

1,
30
0

1,
30
0

10040 100

1
,
8
4
0

6
0

1
,
8
4
0

6
0

1
,
9
0
0

1
,
84
0

6
0

洋便器手すり詳細図

※　自動ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ用電源AC100Vは電気設備工事
※　手摺と紙巻器の下地補強は建築工事

２連紙巻器
床フランジ（７５ｍｍ塩ビ管）
ウォシュレット擬音装置付き
センサースイッチユニット
自動フラッシュバルブ
便器

⑥
⑤
④
③
②
①

LIXIL　KF-920AE70D12同等品以上とする

10
0

2
1
0

70
0

180
690

230 700
φ34 120

120

6
8
0

300 470
(手摺無仕様は375～)

6
5
0

3
0
0

①

②

③

①

②

③⑥紙巻器(P）

温水便座仕様のみ

（248）

　　　　　　　　　　　1/30

下記①～⑥については設備工事

④

新設範囲を示す。

・既存ブース撤去後の床穴補修：モルタル埋め補修
・既存ブース撤去後の壁穴補修：シール充填

・既存ブース撤去後の壁補修：EP-G塗装
・既存掃除用具掛けのある箇所にはメッシュパネル
　（300×600）、フック（6個）を設置すること。

掃除用具掛け新設

掃除用具掛け新設

令和6年（2024年）3月
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300 600 300 600 300 600

3
0
0

6
00

3
0
0

6
0
0

30
0

6
0
0

4
5
0

2
1
0

210450 600 250 600 320

60
0

2
5
0

6
0
0

32
0

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



1,
16
0

6 9

D

C

6 7 8 9

TB TB
1 2

FL

既設平面詳細図（各階共通）1/30

既設建具表　　1/50

トイレブース（既設・撤去） トイレブース（既設・撤去）記号・形式

姿　図

位置・数量

仕上・見込 シナベニヤt6（タイプ1）AP　　　33 シナベニヤt6（タイプ1）AP　　　33

硝　子

金　物 頭つなぎ　FB-6＊33　 頭つなぎ　FB-6＊33　

その他金物一式 その他金物一式

備　考

検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

3,000 3,000 3,000

610 2,300 540 1,050 500 1,000 340 2,300 360

3,000 1,500 1,500 3,000

1
,
2
7
5

2
7
5

1
,
1
0
0

1
,
3
5
0

4
,
0
0
0

3,000 360 900 240240 900 360 3,000

PSSK SK

100100
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100

150

1
7
5 7
5

100
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7
5

7
5

2
6
0

40
0

6
0

1
0
0 4
0

6
0
0
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0
0
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0
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1
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0

6
00

3
0
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1
0
0 4
0

40

8
20
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0

7
0
0

1
50

6
00

3
0
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4
0
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1
0
0

40

1
0
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70040

1,16040

93040

TB
1
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2

300 300 600 600 400 260

40

100600 300
40

100
40

60
100

1,020 1,040 1,040 740

3,840

100 700 150

4040 100 600 300

100600820

1～4F　女子トイレ 4 1～4F　男子トイレ 4

93
0

TB
3

シナベニヤt6（タイプ1）AP　　　33

頭つなぎ　FB-6＊33　

その他金物一式

TB
3

トイレブース（存置）

160700140

96040

1
,
3
40

140 700 160

1,000

1,
30
0

5
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,
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1
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0
0

5
0

1,
7
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0

1
,
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0

5
0

1
,
7
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1
,8
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40930

41～4F　女子トイレ

手摺撤去　L-600×700　SUSφ38
女子トイレ

男子トイレ

ブース撤去

ブース撤去

②－1棟2～4F平面詳細図（既設）

撤去範囲を示す。

掃除用具掛け撤去

掃除用具掛け撤去

93
0

令和6年（2024年）6月
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1,
30
0

トイレブース（存置）TB TB
1 2

改修建具表　　1/50

トイレブース（新設）記号・形式 トイレブース（新設）

姿　図

位置・数量

メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色）　40仕上・見込 メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色）40

硝　子

金　物

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

備　考 手摺、ペーパーホルダー等取付部は下地補強手摺、ペーパーホルダー等取付部は下地補強

検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

1～4F　女子トイレ 1～4F　男子トイレ4 4

6 9
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C

6 7 8 9

3,000 3,000 3,000

610 2,300 540 1,050 500 1,000 340 2,300 360
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0

3,000 360 900 240240 900 360 3,000
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100100
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7
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7
5

7
5

8
20
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0

4
0
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0

1
0
0
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1
0
0

70040

改修平面詳細図（各階共通）1/30

TB
2TB

3

TB
3

140 700 160

1,000

シナベニヤt6（タイプ1）AP　　　33

頭つなぎ　FB-6＊33　

その他金物一式

FL

100
40

100
40 40

100
60

1,000 40 1,000 40 1,000 40 720

100
40

1,0204095040

820 600 100

1,520

1
,
90
0

1
,
90
0

41～4F　女子トイレ

女子トイレ

男子トイレ

ブース新設

ブース新設

②－1棟2～4F平面詳細図（改修）

1,300 1,300

40

TB
1

10
0

4
0

1
0
0

4
0

4
0

1
00

6
0

40

40

1,
30
0

1,
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0

40 100

1,
8
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0

6
0

1,
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0

6
0

1
,9
0
0

1
,
8
4
0

6
0

新設SUS製樹脂被覆L型手摺φ34（抗菌仕様）
L-700×700

新設範囲を示す。

・既存ブース撤去後の床穴補修：モルタル埋め補修
・既存ブース撤去後の壁穴補修：シール充填

・既存ブース撤去後の壁補修：EP-G塗装
・既存掃除用具掛けのある箇所にはメッシュパネル
　（300×600）、フック（6個）を設置すること。

掃除用具掛け新設

掃除用具掛け新設

令和6年（2024年）3月
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豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



25
0

55
0

55
0

25
0

55
0

25
0

検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

既設平面詳細図（1階）1/30

TB
1

トイレブース（既設・撤去）記号・形式

姿　図

位置・数量

仕上・見込

硝　子

金　物

その他金物一式

備　考

既設建具表（1階）　1/50

1F　女子トイレ

頭つなぎ　SUS304　FB-6＊40　

その他金物一式

頭つなぎ　SUS304　FB-6＊40　

11

145 1459001,455 1,455 900

2,500 2,500

5,000

1
,
4
50

1
,
6
0
0

1
,4
5
0

4
,
5
0
0

X2 X4

Y7

Y8

TB
1

TB
2

1F　男子トイレ

メラミン化粧板 メラミン化粧板　

1
,
8
50

5
0

1
,
9
0
0

1
,
8
50

5
0

1
,
9
0
0

609001001,200

2,260

10
0

90
0 20

0

1,
80
0

609001001,200

2,260

トイレブース（既設・撤去）TB
2

女子トイレ男子トイレ

掃除具入

トイレブース撤去

トイレブース撤去

手摺存置
手摺存置

手摺撤去

手摺撤去

撤去範囲を示す。

プール附属棟１F平面詳細図（既設）

令和6年（2024年）3月
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検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

TB
1

記号・形式

姿　図

位置・数量 1F　女子トイレ 11

145 1459001,455 1,455 900

2,500 2,500

5,000

1
,
4
50

1
,
6
0
0

1
,4
5
0

4
,
5
0
0

X2 X4

Y7

Y8

1F　男子トイレ

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

2,260

60

2,260

TB
2

男子トイレ

掃除具入

改修平面詳細図（1階）1/30

改修建具表（1階）　1/50
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・既存ブース撤去後の床穴補修：モルタル埋め補修

・既存ブース撤去後の壁穴補修：シール充填
・既存ブース撤去後の壁補修：EP-G塗装

　（300×600）、フック（6個）を設置すること。
・既存掃除用具掛けのある箇所にはメッシュパネル

新設範囲を示す。
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１．一般共通事項

○ 設 計 変 更 に 関 わ る 工 事 は 監 督 職 員 の 指 示 に よ っ て 行 う 。

№

建

1級建築士登録

検　　印

○ そ の 他 の 事 項 や 書 式 に つ い て は 、 「 豊 中 市 建 築 工 事 提 出 書 類 作 成 要 領 ・ 受 注 者 検

○ 受 注 者 よ り 提 出 さ れ た 施 工 図 及 び 、 施 工 計 画 書 の 著 作 に か か わ る 当 該 建 物 に 限 る

　 使 用 権 は 、 発 注 者 に 委 譲 す る も の と す る 。

○ 疑 義 が 生 じ た 場 合 は 監 督 職 員 と 協 議 の 上 決 定 す る こ と 。

○ 運 送 業 に つ い て は 、 貨 物 自 動 車 運 送 業 法 を 遵 守 す る こ と 。 ま た 、 一 般 貨 物 自 動 車

○ 特 記 な き 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書

○ 施 設 利 用 者 及 び 近 隣 住 民 の 安 全 対 策 に つ い て は 、 監 督 職 員 、 施 設 管 理 者 と 十 分 協

　 議 を 行 い 終 始 安 全 に 注 意 し 施 工 す る こ と 。

○ 近 隣 へ の 工 事 説 明 等 は 受 注 者 に て 行 う こ と 。 （ 求 め ら れ た 場 合 の 説 明 会 を 含 む ）

○ 工 事 に 伴 う 近 隣 の 安 全 対 策 、 折 衝 及 び 損 害 補 償 は す べ て 受 注 者 が 行 う こ と 。

○ 工 事 車 両 に お け る 事 故 防 止 の 安 全 対 策 は 受 注 者 の 責 務 と す る 。

○ 工 事 車 両 駐 車 場 は 図 示 す る 範 囲 と し 、 周 辺 道 路 は 全 て 駐 車 禁 止 と す る 。 ま た 駐 車

　 場 の 不 足 に つ い て は 、 受 注 者 の 負 担 に て 近 隣 で 確 保 す る こ と 。

○ 仮 設 電 力 ・ 用 水 ・ 電 話 は 工 事 専 用 と し 、 引 込 等 の 費 用 は 本 工 事 に 含 む 。

○ 解 体 及 び は つ り 工 事 の 実 施 時 期 に つ い て は 、 監 督 職 員 、 施 設 管 理 者 と 協 議 の 上 、

　 決 定 す る こ と 。

○ 解 体 及 び は つ り 工 事 等 の 騒 音 、 粉 塵 及 び 振 動 を 伴 う 作 業 に つ い て は 、 周 辺 環 境 へ

　 の 影 響 の 少 な い 工 法 及 び 作 業 を 選 定 す る こ と 。 ま た 換 気 装 置 、 送 風 機 用 ダ ク ト 、

　 集 塵 機 等 に よ り 周 辺 へ の 粉 塵 飛 散 の 抑 制 を 行 う こ と 。

○ 石 綿 含 有 建 材 の 除 去 工 事 の 実 施 時 期 に つ い て は 、 監 督 職 員 、 施 設 管 理 者 と 協 議 の

　 上 、 決 定 す る こ と 。

○ 室 内 化 学 物 質 等 の 測 定 は 文 部 科 学 省 が 定 め る 基 準 以 下 で あ る こ と を 確 認 し 、 気 温

　 、 湿 度 （ 室 内 ・ 室 外 ） 、 天 候 、 風 の 状 況 、 日 射 進 入 状 況 、 測 定 月 日 、 時 間 、 窓 の

　 測 定 す る 化 学 物 質 の 種 類

　 　 　 　 　 　 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド ・ ・ ・ ・ ・ 100ug/m 3  0 .08 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 ト ル エ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 260ug/m 3  0 .07 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 ス チ レ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 220ug/m 3  0 .05 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン ・ ・ ・ 240ug/m 3  0 .04 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 エ チ ル ベ ン ゼ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3800ug/ m3  0.8 8pp m以 下

　 測 定 方 法 　 　 ア ク テ ィ ブ 型 採 取 機 器 に よ り 行 う 。

　 対 象 室

○ 測 定 機 関 は 受 注 者 以 外 の 専 門 測 定 機 関 等 に 委 託 す る こ と 。 測 定 機 関 等 に つ い て は

　 都 道 府 県 労 働 局 に 登 録 さ れ て い る 作 業 環 境 測 定 機 関 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 技 術 を

　 有 す る 者 と す る 。

○ 敷 地 内 に 現 場 事 務 所 等 を 新 た に 設 置 す る 場 合 、 豊 中 市 火 災 予 防 条 例 第 45条 の 規 定

　 に よ り 、 届 出 書 を 所 轄 消 防 署 へ 提 出 す る こ と 。

　 し て 、 無 断 の 工 事 関 係 者 以 外 の 立 ち 入 り を 不 可 と す る こ と 。

○ 工 事 に 伴 う 移 動 可 能 な 備 品 等 の 移 動 は 原 則 図 面 に よ る が 、 監 督 職 員 ・ 施 設 管 理 者

　 と 十 分 協 議 の 上 そ の 指 示 に 従 い 、 移 動 等 を 行 う こ と 。 ま た 、 図 示 な き 場 所 の 移 動

　 に つ い て も 、 協 議 の 上 軽 微 な も の は 本 工 事 に 含 む 。

○ 本 工 事 の 施 工 に あ た り 支 障 と な る 樹 木 、 フ ェ ン ス 、 屋 外 通 路 の 屋 根 等 の 枝 払 い 、

　 移 植 、 仮 撤 去 ・ 復 旧 等 は す べ て 本 工 事 に 含 む 。

○ 工 事 使 用 範 囲 に つ い て は 購 入 土 （ マ サ 土 ） に て 整 地 ・ 転 圧 を 行 う こ と 。

○ 外 部 足 場 は Ｗ 900以 上 （ 昇 降 部 ： Ｗ 1200以 上 ） と す る 。

○ 本 工 事 は 、 建 築 基 準 法 、 労 働 安 全 衛 生 法 、 大 気 汚 染 防 止 法 、 建 設 工 事 公 衆 災 害 防

　 止 対 策 要 綱 、 そ の 他 関 連 法 令 を 遵 守 す る こ と 。

　 を 行 う 場 合 は 作 業 時 間 及 び 作 業 内 容 を 施 設 管 理 者 に 説 明 し た 上 で 、 承 諾 を 得 る こ

　 と 。

　 開 閉 状 況 、 機 械 換 気 量 、 工 事 完 成 時 か ら 測 定 ま で の 日 数 、 測 定 濃 度 、 測 定 方 法 及

　 測 定 時 期 　 　 施 工 前 　 　 工 事 完 了 後

○ 各 種 揮 発 性 有 機 化 合 物 濃 度 が 上 記 測 定 基 準 値 以 下 と な る こ と を 確 認 す る ま で は 引

　 渡 し 不 可 と す る 。 そ の 場 合 に は 発 生 原 因 を 究 明 し 汚 染 物 質 の 発 生 を 低 く す る 等 、

　 適 切 な 措 置 を 講 じ る 。 さ ら に 十 分 な 換 気 を 励 行 し 再 度 測 定 を 行 う 。 測 定 値 が 基 準
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○ 工 事 現 場 内 を 含 む 、 敷 地 内 は 全 面 禁 煙 と す る 。

　 　 　 　 　 　 キ シ レ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 200ug/m 3  0 .05 ppm以 下

○ 撤 去 に 伴 う ガ ラ 等 の 発 生 材 の 処 理 に つ い て は 、 「 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る

工事名

期間

監理

施工

工事

5
0
0

建築主体工事（　　　）

電気設備工事（　　　）

機械設備工事（　　　）

840

　 協 力 依 頼 板 、 危 険 表 示 等 を 設 置 す る こ と 。

○ 表 示 位 置 は 監 督 職 員 の 指 示 す る 場 所 と す る 。

○ 表 示 板 仕 様 ： 木 下 地 亜 鉛 鉄 板 貼 の 上 Ｓ Ｏ Ｐ 仕

　 　 　 　 　 　 　 上 げ

○ 本 工 事 に よ り 、 付 近 の 敷 地 及 び 既 存 建 物 そ の 他 に 損 傷 を 与 え た 場 合 に は 、 受 注 者

　 の 負 担 に て 全 て 原 状 回 復 を 行 う こ と 。

　 施 工 す る こ と 。

○ 工 期 内 の 施 工 に 伴 う 災 害 及 び 公 害 の 防 止 は 、 建 築 基 準 法 、 労 働 安 全 衛 生 法 、 大 気

　 汚 染 防 止 法 、 建 設 工 事 公 衆 災 害 防 止 対 策 要 綱 、 そ の 他 関 係 法 令 に 従 い 適 切 な 処 置

　 を 行 う と と も に 、 特 に ① ～ ④ の 事 項 を 守 る こ と 。

　 ① 第 三 者 に 災 害 を 及 ぼ し て は な ら な い 。

　 ② 公 害 の 防 止 に 努 め る こ と 。

　 ③ 善 良 な 管 理 職 員 の 注 意 を も っ て し て も 、 災 害 ま た は 、 公 害 の 発 生 の 恐 れ が あ る

　 　 場 合 の 処 置 に つ い て は 速 や か に 監 督 職 員 と 協 議 す る こ と 。

○ 工 事 に 伴 い 障 害 物 が 発 見 さ れ た と き は 、 速 や か に 監 督 職 員 に 報 告 し 、 協 議 の 上 、

　 ④ 受 注 者 は 工 事 期 間 中 、 火 災 保 険 を 含 む 建 設 工 事 保 険 に 加 入 す る こ と 。 ま た 、 損

　 　 害 を 補 填 で き る 第 三 者 損 害 賠 償 責 任 保 険 に 加 入 す る こ と 。

○ 着 工 に 先 立 ち 施 工 計 画 書 を 提 出 し 、 監 督 職 員 の 承 諾 を 得 る こ と 。 ま た 、 工 事 完 了

　 時 に は 施 工 報 告 書 を 提 出 す る こ と 。

○ 豊 中 市 環 境 の 保 全 等 の 推 進 に 関 す る 条 例 に 定 め る 特 定 建 設 作 業 を 行 う 場 合 は 、 速

　 す る こ と 。

　 る 。

　 査 要 領 」 「 建 築 材 料 等 評 価 名 簿 （ 最 新 版 ） （ 一 般 社 団 法 人 公 共 建 築 協 会 ） 」 に よ

○ 仮 間 仕 切 り の 扉 等 工 事 範 囲 の 出 入 口 は 、 施 錠 を 行 う か 交 通 誘 導 員 を 配 置 す る な ど

○ 交 通 誘 導 員 の 配 置 は 、 特 記 仕 様 書 の ほ か 仮 設 計 画 図 に よ る 。

○ 労 働 安 全 衛 生 規 則 を 遵 守 し 、 仮 設 足 場 を 設 置 す る こ と 。 ま た 、 労 働 安 全 衛 生 法 に

　 基 づ く 届 出 を 行 う こ と 。

○ 敷 地 内 に 現 場 事 務 所 等 を 新 た に 設 置 す る 場 合 、 基 礎 を 建 築 基 準 法 第 20条 に 適 合 さ

　 せ る こ と 。

○ 施 工 図 ・ 施 工 計 画 書 の 作 成 に 際 し 、 関 連 工 事 及 び 別 途 工 事 （ 設 備 工 事 等 ） を 含 め

　 た 総 合 図 を 作 成 し 、 監 督 職 員 の 承 諾 を 得 る こ と 。

○ 学 校 に お け る 工 事 の 場 合 は 、 テ ス ト 期 間 中 は 軽 作 業 の み と す る 。 や む を え ず 作 業

○ 竣 工 引 渡 し 時 、 施 工 上 の 欠 陥 あ る い は 使 用 材 料 の 不 良 に よ り 生 じ た 破 損 は 、 直 ち

　 に 無 償 手 直 し を す る 旨 の 保 証 書 を 受 注 者 ・ 施 工 業 者 ・ 製 造 メ ー カ ー 連 名 に て 提 出

　 す る こ と 。 各 保 証 期 間 は 以 下 に よ る 。

　 塗 装 工 事 ： 2年 　 外 壁 塗 装 工 事 ： 2年

　 防 水 工 事 ： 10年 　 床 シ ー ト 類 ： 2年

　 シ ー リ ン グ 工 事 ： 5年 　 塗 膜 防 水 工 事 ： 5年

　 ア ス フ ァ ル ト シ ン グ ル 工 事 ： 10年 　 EV： 2年

　 行 う こ と 。

○ 別 契 約 の 関 連 工 事 に つ い て 、 関 連 工 事 の 受 注 者 に 対 し 、 次 の も の に つ い て 便 宜 を

　 供 与 す る 。 こ れ ら に 要 す る 費 用 の 負 担 は 、 全 て 受 注 者 の 負 担 と す る 。 そ の 他 に つ

　 い て は 工 事 区 分 表 に よ る 。

　 ① 関 連 工 事 を 行 う 場 所 へ の 出 入 り 及 び 安 全 管 理

　 ② 仮 囲 い ・ 足 場 等 の 仮 設 物 の 利 用

　 ③ 障 害 と な る 仮 設 物 の 取 除 き 、 貫 通 孔 等 の 設 置 、 ボ ル ト ・ イ ン サ ー ト 等 の 取 付 け

　 ④ 材 料 の 取 込 に 必 要 な 搬 入 口 ・ 通 路 等 の 設 置 ・ 確 保

○ 前 項 の 場 合 に お い て 請 負 代 金 額 の 変 更 を 行 う 場 合 は 、 そ の 都 度 施 工 に 着 手 す る 前

○ 増 減 内 訳 書 に お け る 工 事 単 価 は 工 事 請 負 契 約 時 の 工 事 単 価 と す る 。

○ 本 工 事 に お け る 市 よ り 公 開 す る 参 考 数 量 書 は 参 考 資 料 の た め 、 設 計 変 更 及 び 差 引

　 増 減 の 対 象 と な ら な い も の と す る 。 ま た 、 参 考 数 量 書 の 内 容 は 質 疑 の 対 象 と な ら

　 な い も の と す る 。 な お 、 本 図 面 と 参 考 数 量 書 と の 間 で 相 違 が あ っ た 場 合 は 図 面 を

　 優 先 と す る 。

○ 受 注 者 は 請 負 契 約 締 結 後 10日 以 内 に 本 工 事 に 係 る 差 引 増 減 対 応 が 可 能 な 工 事 費 内

　 訳 書 を 施 設 課 へ 提 出 す る こ と 。

○ 質 疑 は 必 ず 文 書 に て 行 い 、 電 話 等 で は 行 わ な い こ と 。 や む を 得 ず 電 話 等 に て 行 う

　 場 合 は 、 質 疑 内 容 等 を 記 載 し た 質 疑 応 答 書 を 作 成 の 上 、 す み や か に 監 督 職 員 の 承

　 諾 を 得 る こ と 。

○ 工 事 写 真 は 、 国 土 交 通 省 「 営 繕 工 事 写 真 撮 影 要 領 」 に 準 拠 す る も の と す る 。

○ 設 計 図 書 は 、 主 要 な 部 位 ・ 事 項 に つ い て の 設 計 意 図 を 示 す も の で あ り 、 必 ず し も

　 工 事 の 完 了 に 必 要 な す べ て の 情 報 を 網 羅 す る も の で は な い 。

○ 受 注 者 は 、 設 計 図 書 に 示 さ れ た 情 報 を も と に 、 製 造 者 等 の 特 定 を 経 て 、 工 程 や 下

　 地 等 を 考 慮 の う え 、 責 任 を 持 っ て 生 産 設 計 、 製 作 、 施 工 を 行 い 、 工 事 の 適 切 な 進

　 行 と 完 成 に 必 要 な す べ て の も の を 供 給 す る 。

○ 設 計 図 書 に お け る 疑 義 は 、 工 事 請 負 契 約 締 結 前 に 質 疑 回 答 書 等 を も っ て 解 決 済 み

　 と み な す 。 工 事 請 負 契 約 締 結 後 に 標 仕 [1.1.8 (1)]の 疑 義 等 が 発 見 さ れ た 場 合 、 原

　 則 と し て 請 負 代 金 額 の 増 額 及 び 工 期 延 長 は 行 わ な い 。

　 法 律 」 「 建 設 リ サ イ ク ル 法 」 等 に よ る 、 建 設 廃 棄 物 処 理 委 託 契 約 書 の 写 し を 提 出

工事名称

工事場所

工事種目

一 般 事 項

　 や か に 、 同 届 出 書 を 本 市 環 境 部 環 境 指 導 課 へ 提 出 し 、 そ の 写 し を 監 督 職 員 へ 提 出

○ 建 設 業 退 職 金 共 済 制 度 掛 金 収 納 書 届 及 び 証 紙 の 受 払 簿 を 監 督 職 員 へ 提 出 す る こ

　 と 。 ま た 、 本 工 事 が 同 制 度 加 入 済 み で あ る こ と の 標 記 を 、 現 場 内 で 監 督 職 員 の 指

　 示 す る 場 所 に 掲 示 す る こ と 。

○ 工 事 表 示 板 、 建 設 業 許 可 票 、 労 災 成 立 証 明 票

　 す る こ と 。 ま た 、 再 生 資 源 利 用 計 画 書 及 び 実 施 書 に 数 量 を 入 力 し 、 入 力 デ ー タ 等

　 を 監 督 職 員 に 提 出 す る こ と 。

○ 発 生 し た 廃 棄 物 は 、 現 場 よ り 直 接 処 分 場 へ 持 ち 込 む こ と と す る 。

運 送 事 業 を 経 営 し よ う と す る も の は 、 国 土 交 通 大 臣 の 許 可 を 受 け た 者 と す る こ と 。

○ 本 工 事 は 「 情 報 共 有 シ ス テ ム 」 を 活 用 す る 工 事 で あ る 。 適 用 に あ た っ て は 、 国 土

　 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 が 定 め る 「 工 事 施 工 中 に お け る 受 発 注 者 間 の 情 報 共 有

　 シ ス テ ム 機 能 要 件 2019年 版 営 繕 工 事 編 」 を 満 た す 情 報 共 有 シ ス テ ム と し 、 監 督 職

　 員 と 協 議 の 上 決 定 し 使 用 す る こ と 。

　 提 出 書 類 は 原 則 、 情 報 共 有 シ ス テ ム を 使 用 し 、 電 子 提 出 す る こ と 。

〇 石 綿 含 有 建 材 の 有 無 に 関 わ ら ず 、 建 築 物 （ 建 築 設 備 を 含 む ） 等 の 解 体 ・ 改 修 工 事

　 を 行 う 前 に 石 綿 含 有 建 材 の 調 査 を 実 施 し 、 調 査 結 果 を 発 注 者 及 び 大 阪 府 に 報 告 す

　 る こ と 。 調 査 結 果 の 報 告 は 、 大 阪 府 に 対 し て は 原 則 と し て 石 綿 事 前 調 査 結 果 報 告

　 シ ス テ ム を 使 用 し 、 発 注 者 に 対 し て は 監 督 職 員 の 指 示 に よ る も の と す る 。

　 な お 、 当 調 査 は 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 又 は 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

　 査 者 が 行 う も の と す る 。

　 ま た 、 敷 地 外 に お い て も 近 隣 住 民 の 迷 惑 に な る 場 所 で の 喫 煙 は 避 け る こ と 。

関 連 工 事 ○ 総 括 安 全 衛 生 管 理 者 と し 、 労 働 者 の 危 険 又 は 健 康 障 害 を 防 止 す る た め の 措 置 等 を

設 計 変 更

数 量 公 開

工 事 関 係 図 書

工 事 現 場 管 理 化 学 物 質 の 濃 度 測 定

工 事 検 査

及 び 技 術 検 査

に 請 負 代 金 額 の 増 減 を 明 示 し た 増 減 内 訳 書 を 提 出 し 監 督 職 員 の 確 認 を 受 け る こ と 。

　 す る こ と 。

○ 工 事 中 に お け る 道 路 清 掃 を 励 行 し 、 特 に 進 入 路 付 近 の 清 掃 は 随 時 行 う こ と 。

　 び 使 用 し た 機 器 を 明 示 し た 報 告 書 を 提 出 す る こ と 。

　 値 以 下 と な る こ と を 確 認 後 に 引 渡 し す る こ と 。

完 成 写 真

　 　 　 　 　 　 ア ン グ ル を 考 慮 し て 着 工 前 に 撮 影 ）

完 成 図

　 現 況 写 真 　 （ 工 事 場 所 及 び そ の 附 近 の 必 要 と 思 わ れ る 箇 所 に つ い て 完 成 後 の 写 真

　 竣 工 写 真 と 現 況 写 真 を 対 比 し た ア ル バ ム デ ー タ

　 竣 工 写 真 　 竣 工 後 、 外 観 や 室 内 各 室 を 撮 影

〇 工 事 完 成 時 に 以 下 の も の を 監 督 職 員 に 提 出 す る 。

〇 以 下 の も の を 監 督 職 員 に 提 出 す る 。

　 完 成 図 の デ ー タ

　 （ 製 本 サ イ ズ と 作 成 部 数 は 監 督 職 員 に 確 認 す る こ と 。 ）

○ 工 事 着 手 、 施 工 、 完 成 に あ た り 、 「 標 仕 」 1.1.3 に よ る 関 係 官 公 署 そ の 他 の 関 係

　 機 関 へ の 必 要 な 届 出 手 続 き 等 「 監 理 指 針 」 表 1.1.1 を 遅 滞 な く 行 う 。 な お 、 こ れ

　 に 要 す る 費 用 は 本 工 事 に 含 む 。

○ 作 業 時 間 は 原 則 と し て 午 前 8時 か ら 午 後 6時 ま で と し 、 土 曜 、 日 曜 、 祝 日 は 休 業 と

　 完 成 図 を 印 刷 し 、 背 張 り 製 本 し た も の 　 A4判 2冊 程 度

　 を え ず 計 画 通 知 の 変 更 等 を 行 う 場 合 は 全 て 受 注 者 の 負 担 に て そ の 手 続 き を 行 う こ

　 と 。 な お 、 そ れ に 伴 う 本 工 事 の 工 期 変 更 及 び 金 額 変 更 は 一 切 認 め な い 。

○ 屋 内 で 使 用 す る 材 料 の 選 定 に あ た っ て は 、 揮 発 性 有 害 物 質 の 放 散 に よ る 健 康 へ の

　 影 響 に 配 慮 す る こ と 。

○ 可 能 な 限 り リ サ イ ク ル 材 を 使 用 す る こ と 。

○ 図 中 寸 法 は す べ て 参 考 寸 法 と し 、 施 工 に 先 立 ち 現 場 実 測 等 を 行 い 設 計 図 書 と 現 場

　 と の 相 違 が な い か 確 認 す る こ と 。 ま た 、 相 違 が あ っ た 場 合 は 速 や か に 監 督 職 員 に

　 報 告 す る こ と 。

○ 隠 ぺ い 部 分 の 工 事 は 事 前 に 監 督 職 員 の 確 認 を 受 け た 後 、 次 の 工 程 に 進 む こ と 。 な

○ 監 督 職 員 に よ る 立 会 検 査 時 は 、 工 事 受 注 者 に よ る 検 査 を 行 い 、 そ の 記 録 を 提 出 （

　 写 真 含 ） し な け れ ば な ら な い 。 記 録 が な い 場 合 は 監 督 職 員 に よ る 検 査 は 行 わ ず 、

　 そ れ に よ る 工 事 の 遅 延 は 工 事 受 注 者 の 責 と み な す 。

○ 工 事 車 両 及 び 工 事 関 係 車 両 は 、 当 工 事 で あ る 旨 の 表 示 を 行 う こ と 。 な お 、 そ の 表

　 示 は 、 第 三 者 が 識 別 で き る よ う 工 夫 す る こ と 。

○ 本 工 事 の す べ て の 作 業 員 は 名 札 ま た は 腕 章 等 で 、 本 工 事 の 作 業 員 で あ る こ と を 明

　 示 す る こ と 。

○ 本 工 事 に 使 用 す る す べ て の 材 料 は 工 事 施 工 前 に 、 監 督 職 員 の 指 示 す る 資 材 の Ｓ Ｄ

　 Ｓ （ 安 全 デ ー タ シ ー ト ） 等 を 提 出 す る こ と 。

○ 図 面 中 、 同 等 品 以 上 （ 同 等 以 上 ） と 注 記 さ れ た 製 品 及 び 工 法 に お い て 、 同 等 品 以

　 上 の も の を 使 用 す る 場 合 は 事 前 に 監 督 職 員 の 承 諾 を 得 る こ と 。 そ の こ と に よ り 建

○ 国 等 に よ る 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 （ グ リ ー ン 購 入 法 ） に 定 め る

　 と こ ろ に よ り 、 環 境 負 荷 を 低 減 で き る 材 料 を 選 択 す る よ う 努 め る こ と 。

材 料 ・ 工 法

施 工

　 築 基 準 法 第 18条 第 2項 の 規 定 に よ る 計 画 通 知 の 変 更 は 原 則 と し て 認 め な い 。 や む

　 お 確 認 な き も の は 、 す べ て 無 効 と し 手 直 し 等 の 費 用 は す べ て 受 注 者 の 負 担 と す る 。

○ 本 工 事 は ４ 週 ８ 休 対 象 工 事 で は あ り ま せ ん 。 作 業 時 間 等 は 「 工 事 現 場 管 理 」 参 照

2 0 2 4年 4月 作 成

豊 中 市 立 高 川 小 学 校 外 1校 ト イ レ 等 内 装 改 修 及 び 渡 り 廊 下 改 修 工 事

・ 和 式 便 器 か ら 洋 式 便 器 へ の 改 修 工 事 に 伴 う ト イ レ ブ ー ス の 撤 去 ・ 新 設 等

　 測 定 対 象 室 及 び 測 定 箇 所 数 　 ２ 箇 所

特記仕様書

令和6年(2024年)3月　

　 工 事 に 含 む 。

３ ． 土 工 事

○ 残 土 処 分 は 市 が 指 定 す る 処 分 場 に て 処 分 す る こ と 。 な お 、 分 析 に か か る 費 用 は 本

４ ． 内 装 工 事

○ ト イ レ ブ ー ス の 表 面 仕 上 げ 材 は 下 記 の と お り と す る 。

・ ド ア エ ッ ジ … ア ル ミ ニ ウ ム 製 （ Ｒ 形 状 ）

〇 ト イ レ ブ ー ス は 、 下 記 又 は 同 等 品 以 上 と す る こ と 。

ト イ レ ブ ー ス 　

材 料 　

小 松 ウ ォ ー ル 工 業 （ 株 ） 、 三 和 シ ヤ ッ タ ー （ 株 ） 、 コ マ ニ ー （ 株 ）

・ 表 面 材 の 材 質 … メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板

・ 脚 部 … サ ポ ー ト

豊 中 市 浜 2丁 目 14番 1号

3-1

（ 令 和 4年 版 ） 」 （ 以 下 「 標 仕 」 と い う 。 ） 、 「 建 築 工 事 監 理 指 針 （ 令 和 4年 版 ） 」

　 及 び 「 公 共 建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 令 和 4年 版 ） 」 （ 以 下 「 改 仕 」 と い う 。 ） 、

　 「 建 築 改 修 工 事 監 理 指 針 （ 令 和 4年 版 ） 」 に よ る 。

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



その他金物一式

頭つなぎ　FB-6＊30　

シナベニヤt6（タイプ1）OP　　　　　　　　40 シナベニヤt6（タイプ1）OP　　　　　　　　40

その他金物一式

頭つなぎ　FB-6＊30　

シナベニヤt6（タイプ1）OP　　　　　　　　40

その他金物一式

頭つなぎ　FB-6＊30　

検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

＜設備工事＞

和便器撤去　

600×750　
床、磁器モザイクタイル25角撤去

TB
1

FL

トイレブース（既設・撤去）記号・形式

姿　図

位置・数量

仕上・見込

硝　子

金　物

備　考

TB トイレブース（既設・撤去）
3

TB
2

トイレブース（既設・撤去）

1,
8
5
0

5
0

1
,
9
00

1,
8
5
0

5
0

1
,
9
00

1,
8
5
0

5
0

1
,
9
00

1
,
2
0
0

P　S

手洗い

男子トイレ

女子トイレ

600 600
150 150

600

2,180

1,090 1,090

340 600 150 340 600 150 255 600 340 150 600 340

1,0901,195

2,285

625

1,
10
0

1,
10
01,100

120

ＳＫ

1
,
2
0
0

6,000 4,000

375 3,250 825 1,100 450 375 3,250 375

1036.7 1036.7 1036.7 1036.71036.6 1036.670 70 70 70

600340 340 600 255

TB
3

1
,
2
0
0

ＳＫ

600 340 600 340

TB
1

550500
200

掃除具入 掃除具入

240
500 340 600 340 600 340 600

20 150 150

TB
2

床、磁器モザイクタイル25角撤去

床、磁器モザイクタイル25角撤去

600×750　

床、磁器モザイクタイル25角撤去
600×750　

600×750　

手洗い

ピット　600×600(1Fのみ)

ピット　600×600(1Fのみ)

2,250 1,750 2,000

1,000 1,000
1
,
2
0
0

150150

700

7
0
0

700

150

8
0
0

700340

1,640

340

1,0901,090

340
20

500155

675

4,495

4
,
0
0
0

6
0
5

1
,
2
0
0

既設平面詳細図（1・2・4F）1/30

既設建具表（1・2・4F）　1/50

①ー1棟トイレ１・2・4F平面詳細図（既設）

1・2・4F　男子トイレ 3 3 31・2・4F　女子トイレ1・2・4F　女子トイレ

掃除用具掛け撤去 掃除用具掛け撤去

令和6年（2024年）3月

3-3

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色　）　　　40

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

1036.7701036.6701036.7

375 3,250 375

検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

＜設備工事＞

和便器撤去　

600×750　
床、磁器モザイクタイル25角撤去

TB
1

FL

記号・形式

姿　図

位置・数量

仕上・見込

TB
3

TB
2

P　S

手洗い

男子トイレ

女子トイレ

625

120

ＳＫ

1
,
2
0
0

6,000 4,000

375 3,250 825 1,100 450

1036.7 1036.71036.670 70

TB
3

ＳＫ

TB
1

550500
200

掃除具入 掃除具入

240

TB
2

手洗い

2,250 1,750 2,000

1,000 1,000
1
,
2
0
0

700

ピット　600×600(1Fのみ)

4
,
0
0
0

6
0
5

ピット　600×600(1Fのみ)

1,
9
0
0

1
,
90
0

トイレブース（新設） トイレブース（新設） トイレブース（新設）

　　　　　　　　　　　1/30洋便器手すり詳細図

ステンレス製 φ34+塩ビ樹脂被覆材
取付要領はメーカー標準仕様による
LIXIL　KF-920AE70D12同等品以上とする

1
0
0

21
0

7
0
0

180
690

230 700
φ34 120

120

6
8
0

300 470

6
5
0

3
0
0

①

②

③

①

②

③⑥紙巻器(P）

温水便座仕様のみ

（248）

④

(手摺無仕様は375～)
※　手摺と紙巻器の下地補強は建築工事

２連紙巻器
床フランジ（７５ｍｍ塩ビ管）
ウォシュレット擬音装置付き
センサースイッチユニット
自動フラッシュバルブ
便器

⑥
⑤
④
③
②
①

※　自動ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ用電源AC100Vは電気設備工事

下記①～⑥については設備工事

1,
30
0

500
20 150 150 470

150 160

150 150

6
0
0

5
0
0

1,300

150 150

1,090 1,090

2,180

2
0
0

20
0

4701501502050020

135

135

540 1,090 1,090 1,410

4,130

6
0

1
,
8
4
0

6
0

1
,
8
4
0

150160

1,110 1,100

2,210

6
0

1
,
8
4
0

1
,
9
00

1,
30
0

金　物

メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色　）　　　40

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色　）　　　40

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

備　考

・既存ブース撤去後の壁穴補修：シール充填

・既存ブース撤去後の壁補修：EP-G塗装
・既存掃除用具掛けのある箇所にはメッシュパネル
　（300×600）、フック（6個）を設置すること。

・既存ブース撤去後の床穴補修：モルタル埋め補修

改修平面詳細図（1・2・4F）1/30

改修建具表（1・2・4F）　1/50

①ー１棟トイレ1・2・4F平面詳細図（改修）

1・2・4F　男子トイレ 3 1・2・4F　女子トイレ 3 31・2・4F　女子トイレ

掃除用具掛け新設 掃除用具掛け新設

令和6年（2024年）3月

新設SUS製樹脂被覆L型手摺φ34(抗菌仕様)　L-700×700

新設SUS製樹脂被覆L型手摺φ34(抗菌仕様)

L-700×700

3-4

600 340 600 340

340 600 340 600

340 600 340 600 340 600

340 600600340600340

350 600 350 600

600 350 600 350

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



その他金物一式

頭つなぎ　FB-6＊30　

シナベニヤt6（タイプ1）OP　　　　　　　　40 シナベニヤt6（タイプ1）OP　　　　　　　　40

その他金物一式

頭つなぎ　FB-6＊30　

シナベニヤt6（タイプ1）OP　　　　　　　　40

その他金物一式

頭つなぎ　FB-6＊30　

検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

＜設備工事＞

和便器撤去　

600×750　
床、磁器モザイクタイル25角撤去

TB
1

FL

記号・形式

姿　図

位置・数量

仕上・見込

硝　子

金　物

備　考

TB
3

TB
2

トイレブース（既設・撤去）

1,
8
5
0

5
0

1
,
9
00

1,
8
5
0

5
0

1
,
9
00

1,
8
5
0

5
0

1
,
9
00

1
,
2
0
0

P　S

手洗い

男子トイレ

女子トイレ

600 600
150 150

600

2,180

1,090 1,090

340 600 150 340 600 150 255 600 340 150 600 340

1,0901,195

2,285

625

1,
10
0

1,
10
01,100

120

1
,
2
0
0

6,000 4,000

375 3,250 825 1,100 450 375 3,250 375

1036.7 1036.7 1036.7 1036.71036.6 1036.670 70 70 70

600340 340 600 255

TB
3

1
,
2
0
0

600 340 600 340

TB
1

550500
200

掃除具入 掃除具入

240
500 340 600 340 600 340 600

20 150 150

TB
2

床、磁器モザイクタイル25角撤去

600×750　

手洗い

2,250 1,750 2,000

1,000 1,000
1
,
2
0
0

150150

150

700340

1,640

340

1,0901,090

340
20

500155

675

4,495

4
,
0
0
0

6
0
5

1
,
2
0
0

既設平面詳細図（3F）1/30

既設建具表（3F）　1/50

トイレブース（既設・存置） トイレブース（既設・存置）

3F　男子トイレ 1 13F　女子トイレ 3F　女子トイレ 1

掃除用具掛け撤去 掃除用具掛け撤去

令和6年（2024年）3月

①ー1棟トイレ3F平面詳細図（既設）
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390 550

メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色　）　　　40

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

1036.7701036.6701036.7

375 3,250 375

検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

＜設備工事＞

和便器撤去　

600×750　
床、磁器モザイクタイル25角撤去

TB
1

FL

記号・形式

姿　図

位置・数量

仕上・見込

TB
3

TB
2

P　S

手洗い

男子トイレ

女子トイレ

625

120

1
,
2
0
0

6,000 4,000

375 3,250 825 1,100 450

1036.7 1036.71036.670 70

TB
3

TB
1

550500
200

掃除具入 掃除具入

240

TB
2

手洗い

2,250 1,750 2,000

1,000 1,000
1
,
2
0
0

4
,
0
0
0

6
0
5

ピット　600×600(1Fのみ)

1,
9
0
0

1
,
90
0

トイレブース（新設） トイレブース（新設） トイレブース（新設）

1,
30
0

500
20 150 150 470

150

150 150

5
0
0

1,300

150 150

1,090 1,090

2,180

2
0
0

20
0

1501502050020

135

135

540 1,090 1,090 1,410

4,130

6
0

1
,
8
4
0

6
0

1
,
8
4
0

550150400550160 400

1,110 1,100

2,210

6
0

1
,
8
4
0

1
,
9
00

1,
30
0

金　物

メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色　）　　　40

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色　）　　　40

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

備　考

・既存ブース撤去後の壁穴補修：シール充填

・既存ブース撤去後の壁補修：EP-G塗装
・既存掃除用具掛けのある箇所にはメッシュパネル
　（300×600）、フック（6個）を設置すること。

・既存ブース撤去後の床穴補修：モルタル埋め補修

改修建具表（3F）　1/50

改修平面詳細図（3F）1/30

3F　男子トイレ 1 3F　女子トイレ 1 13F　女子トイレ

掃除用具掛け新設 掃除用具掛け新設

令和6年（2024年）3月

新設SUS製樹脂被覆L型手摺φ34(抗菌仕様)　L-700×700

新設SUS製樹脂被覆L型手摺φ34(抗菌仕様)
L-700×700

①ー１棟トイレ3F平面詳細図（改修）

3-6

340 600

340 600 340 600 340 600

340 600 340 600 340 600 470

340 600 340 600 255

600 340 600 340

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



その他金物一式

頭つなぎ　FB-6＊30　

シナベニヤt6（タイプ1）OP　　　　　　　　40 シナベニヤt6（タイプ1）OP　　　　　　　　40

その他金物一式

頭つなぎ　FB-6＊30　

シナベニヤt6（タイプ1）OP　　　　　　　　40

その他金物一式

頭つなぎ　FB-6＊30　

1～4F　女子トイレ

検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

TB
1

FL

トイレブース（既設・撤去）記号・形式

姿　図

位置・数量

仕上・見込

硝　子

金　物

備　考

TB トイレブース（既設・撤去）
3

既設建具表（1～4F）　1/50

既設平面詳細図（1～4F）1/30

TB
2

トイレブース（既設・撤去）

1,
8
5
0

5
0

1
,
9
00

1～4F　男子トイレ 1～4F　女子トイレ

1,
8
5
0

5
0

1
,
9
00

1,
8
5
0

5
0

1
,
9
00

1036.7

600

4,500 4,500

150 600 340 600150 340

1
,
2
0
0

340 150 340 600 255

350 40

ＳＫ ＳＫ

掃除具入
P　S

手洗い 手洗い

456.7 600
150

356.6 600
150

386.7 600
150
40

350男子トイレ

625 1036.7 70 701036.6 625 625 1036.7 70 701036.6 1036.7 625

490 490

40

4
0

150

700

8
0
0女子トイレ

120

1
,
5
0
0

1
,
2
0
0

700

7
0
0

4
,
0
0
0

6
0
5

2,250 1,080 800 370 370 800 3,330

TB
1

TB

TB

2

3

40
456.7 600 600 386.7

150 150
356.6 600 150 350 80 

1,206.7 1,106.6 1,136.7 470

3,920
2,180

1,090 1,090

340 600 150 340 600 150 255 600 340 150 600 340

1,0901,195

2,285

625

5
0
0

ピット　600×600(1Fのみ)

ピット　600×600(1Fのみ)

1,
10
0

1,
10
01,100

1
,
2
0
0

6
2
5

手洗い

掃除具入

5 5 5

掃除用具掛け撤去

掃除用具掛け撤去

ペーパーホルダー1箇所（壁面）撤去 ペーパーホルダー3箇所（壁面）撤去 ペーパーホルダー1箇所（壁面）撤去

②ー1棟東側１～4F平面詳細図（既設）

①ー3棟１F平面詳細図（既設）

令和6年（2024年）3月

3-7

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事



洋便器用L型手摺　Φ34　700×700（抗菌仕様）

1～4F　女子トイレ

検　　印

建
S=1/30　1/50

（A2）

No.
一級建築士登録

第256765号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

西本　裕昭

TB
1

FL

記号・形式

姿　図

位置・数量

仕上・見込

TB
3

TB
2

1～4F　男子トイレ 1～4F　女子トイレ

600150340600150

1,090

1,
8
5
0

5
0

1
,
9
00

320

1,070

2,160

改修平面詳細図（1～4F）1/30

改修建具表（1～4F）　1/50

トイレブース（改修） トイレブース（改修） トイレブース（改修）

1036.7

600

4,500 4,500

150 600 340 600150

340 150 340 600 255

350 40

ＳＫ ＳＫ

掃除具入
P　S

手洗い 手洗い

456.7 600
150

356.6 600
150

386.7 600
150
40

350

625 1036.7 70 701036.6 625 625 1036.7 70 701036.6 1036.7 625

490 490

40

4
0

150女子トイレ

120

1
,
5
0
0

1
,
2
0
0

4
,
0
0
0

6
0
5

2,250 1,080 800 370 370 800 3,330

625

5
0
0

男子トイレ

6
2
5 手洗い

掃除具入

TB
1

TB
2

1
,
3
0
0

1
,
8
50

50

1
,
9
0
0

2,180

1,090 1,090

340 600 150 340 600 150

1,300

1,
8
5
0

5
0

1
,
9
00

40
456.7 600 600 386.7

150 150
356.6 600 150 350 80 

1,206.7 1,106.6 1,136.7 470

3,920

1,
30
0

TB
3

1,
13
0

1
,
13
0

1
,
3
00

金　物

備　考

メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色　）　　　40

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色　）　　　40

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア心．標準色　）　　　40

アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート

グレビティヒンジ、フック付戸当、表示錠（非常解除付き）

その他付属金物一式

5 5 5

手摺新設

手摺新設

掃除用具掛け新設

掃除用具掛け新設

洋便器用L型手摺　Φ34　700×700（抗菌仕様）

手摺、ペーパーホルダー等取付部は下地補強を行うこと。

ペーパーホルダー1箇所（壁面）新設 ペーパーホルダー3箇所（壁面）新設 ペーパーホルダー1箇所（壁面）新設

・既存ブース撤去後の床穴補修：モルタル埋め補修

・既存ブース、ペーパーホルダー撤去後の壁穴補修：モルタル埋め補修

・既存ブース、ペーパーホルダー撤去後の壁補修：EP-G塗装

30
0

600

正面図 S=1/10

スチール（エポキシ粉体塗装）

（新設）モップ掛け　S=1/2

（新設）掃除具掛け用フック　S=1/2
※トイレブースに取付下地を入れておく事

合板t5.5　1枚張りとする。

・既存掃除用具掛けのある箇所にはメッシュパネル（300*600）フック（6個）を設置すること

②ー1棟東側１～4F平面詳細図（改修）

①ー3棟１F平面詳細図（改修）

令和6年（2024年）6月
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1,
04
0

頭つなぎ　ステンレス 40×20

1
,7

50

1
,8

00

検 印

建

No.

既設平面詳細図

姿図

▽FL

　附属金物一式

位置・数量

仕上・見込

硝　子

金　物

備　考

記号・形式 トイレブース（撤去）

1/30・1/50

TB
001

190
550 300

1,020

　プール棟男子トイレ　　　１

　木製フラッシュ　　　　40

姿図

位置・数量

仕上・見込

硝　子

金　物

備　考

記号・形式 002
TB

▽FL

300 550 320 550 320 550

170 170 170

　プール棟女子トイレ　　　１

　附属金物一式

　木造フラッシュ　　40

1,
04
0

1,
04
0

1,
04
0

トイレブース（撤去）

頭つなぎ　ステンレス 40×20

　※既設ブース撤去後はモルタル補修を施すこと（各トイレ共通） 　※既設ブース撤去後はモルタル補修を施すこと（各トイレ共通）

60 5
0

1
,8

00

15040 550 300

150
TB
002

300 550 150 300 550 300 550 150

40 40 40

99
9

4
1

床800×500、モザイクタイル□25撤去（設備工事）

床下点検口450×450

ペーパーホルダー撤去（設備工事）

ペーパーホルダー撤去（設備工事）

4,750 4,750

3
,5

00

100 105

205

105 105

210

100105

205

10
5
10

5

2
10

10
5

9
9

2
04

西側校舎 1・3・4F男子トイレ 既存平面図   S=1:30
ポーチ

TB
001

床800×500、モザイクタイル□25撤去（設備工事）

令和6年(2024年)3月

プール附属棟平面詳細図（既設）

豊　中　市　財　務　部　施　設　課

一級建築士登録

第 256765 号

西本　裕昭
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検 印

建

No.

既設平面詳細図

姿図

位置・数量

仕上・見込

硝　子

金　物

備　考

記号・形式

1/30・1/50

TB
001

　プール棟男子トイレ　　　１ 位置・数量

仕上・見込

硝　子

金　物

備　考

記号・形式 002
TB

　プール棟女子トイレ　　　１

トイレブース（新設）

　メラミン化粧板（ペーパーコア心、標準色）　　　　40

　アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート、ブ

　ース用SUS金物、グレビティヒンジ、フック付戸当り、表示錠

　（非常時解除付き）、その他付属金物一式

　※既設ブース撤去後はモルタル補修を施すこと（各トイレ共通） 　※既設ブース撤去後はモルタル補修を施すこと（各トイレ共通）

　メラミン化粧板（ペーパーコア心、標準色）　　　　40

　アルミ笠木（蓋付）、アルミエッジ（Rタイプ）、サポート、ブ

　ース用SUS金物、グレビティヒンジ、フック付戸当り、表示錠

　（非常時解除付き）、その他付属金物一式

トイレブース（新設）

ポーチ
西側校舎 1・3・4F男子トイレ 既存平面図   S=1:30

床下点検口450×450

床800×500、モザイクタイル□25新設（設備工事）

ペーパーホルダー【２連】新設

TB
001

40

40

100

TB
40 40 40

40

100100 100

1
,3

00

1
,3

00

002 ペーパーホルダー【２連】新設

床800×500、モザイクタイル□25新設（設備工事）

掃除具掛けフック用ネット

L型手摺

L型手摺

4,750 4,750
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掃除具掛けフック用ネット
フック６ケ共

フック６ケ共

令和6年(2024年)3月

一級建築士登録

西本　裕昭

第 256765 号
豊　中　市　財　務　部　施　設　課

3-10

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事

プール附属棟平面詳細図（改修）



調査範囲及び調査方法　　※図示

シート防水

る工法とする。

　　　　　散が極めて少ないものとする。

ものとする。

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

・100形

1.6

2.0

1.8

最小呼称肉厚（mm）

・350形

・250形

・300形

・B－2種

　　　B－1種

※A－1又は

役物は本体製造所の仕様に

コーナー部、突当り部等の

る。

間隔は図示によ

※固定方法及び

　（　　　　）

備　考固定間隔表面処理種　類

［3.3.2､3］［表3.1.1］［表3.3.3～10］

［3.9.3］

［3.9.2］［表3.9.1］

［3.8.3］

［3.8.2､3］［表3.8.4､5］

［3.8.2］［表3.8.1］

［3.5.2､3］［表3.1.1］［表3.5.1］

［3.3.3］［3.4.3］［3.5.3］［3.6.3］

［3.7.2］［表3.7.1］

［3.1.4］［表3.1.2］

［1.8.1～3］［表1.8.1］

［1.3.8］

［1.3.5］

［1.3.3］

［1.1.4］

［3.3.2］

［3.3.2］

［3.2.2］［3.3.2］

［1.6.9］

［1.6.2］

［1.2.2］

５

ルーフィング

合成高分子系

・SⅠ－M3

・SⅠ－M1  ・SⅠ－M2

・SⅠ－F1　・SⅠ－F2

・M4SⅠ工法

・S3SⅠ工法

・S－M1  　・S－M2

・S－M1  　・S－M2

・S－F1　　・S－F2

・M4S工法

・S3S工法

・S4S工法

・P0S工法

・カラー

・シルバー ※非歩行

使用分類仕上げ塗料塗り新規防水層の種別防水改修工法の種類

シーリング材の種類　　　※下表以外は、改修標仕表3.7.1による

　・拡幅シーリング再充填工法　・ブリッジ工法

　・シーリング充填工法　　　　・シーリング再充填工法　　　　

シーリング改修工法の種類　　

シーリング材の種類（記号）施工箇所

８ シーリング

折板葺１１

アルミニウム製笠木１０

   ※行う（施工箇所　※改修標仕表3.8.5による　　・　　　　　　　　　　　　　）

鋼管製といの防露巻き

といの材種とい９

m2 当たり1箇所

・立上り部脱気型

・平場部脱気型
（　　）

・ステンレス鋼　・銅

・合成ゴム　　　・塩化ビニル樹脂

・ステンレス鋼　　　　・鋳鉄

・ポリエチレン樹脂　　・ABS樹脂

設置数量材　質種　類

脱気装置７

断熱工法の断熱材

・P1BⅠ工法 ・T1BⅠ工法

・保全に関する資料　提出部数  ※2部　・　　部

※施工図　　　　　　提出部数　※1部　・　　部

　　　　　　　　　及び計画書とする。

　※作成する

・完成図

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

設計ＧＬ

設備工事との取合い

完成時の提出図書

１５

１４

１３

立上り部の保護材

（保護層は図示による）

・E－1　　※E－2

・D－1　　※D－2

・C－1　　※C－2

・A－1　　※A－2

・AⅠ－1　※AⅠ－2

・P1E工法　 ・P2E工法

・M3D工法   ・P0D工法

・M4C工法

・P2A工法

・P2AⅠ工法

屋内

防水

・BⅠ－1　※BⅠ－2

・P1B工法

防水改修工法の種類 施工箇所新規防水層の種別

アスファルト防水３

足場その他１

　改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定す

　報告の様式等については、現場説明書による。

　測定はパッシブ型採取機器により行う。

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、ス

・ビル用サッシ工事作業　・ガラス工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

・左官作業　・タイル張り作業　・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ作業

・ボード仕上げ工事作業　・壁装作業　・大工工事作業

・鋼製下地工事作業　・左官作業　・タイル張り作業

・建築塗装作業

・鉄筋組立作業　・型枠工事作業　・コンクリート圧送工事作業

・コンクリートブロック工事作業

・石張り作業

・造園工事作業

技能検定作業

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、JIS

又はJASのマーク表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満たす

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品

質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるものとする。ただ

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するも

　　　　　他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものと

　　（５）（１）、（３）及び（４）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンを放散させな

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放

　　また、設計図書に定める「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　　（４）特記事項に記載の（　． ．）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特別な材料の工法９

化学物質の濃度測定

技能士１１

チレンの濃度を測定し、報告する。

植栽工事

石工事

コンクリートブロッ

耐震改修工事

塗装改修工事

内装改修工事

建具改修工事

外壁改修工事

防水改修工事

適用工事種別

品質計画等３

工事実績情報の登録２

適用基準等１

材料の品質等８

発生材の処理等６

施工条件５

電気保安技術者４

環境への配慮７

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　のとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

　　　　　いか、放散が極めて少ないものとする。

２．特記仕様

９　環境配慮改修工事

１　耐震改修工事

８　耐震改修範囲以外の躯体改修工事

７　塗装改修工事

５　建具改修工事

　　外壁改修工事

　　外壁改修工事

４　外壁改修工事

　　塗り仕上げ外壁

　　タイル張り仕上げ外壁

　　モルタル塗り仕上げ外壁

　　コンクリート打放し仕上げ外壁

６　内装改修工事

　　外壁改修工事

３　防水改修工事

２　仮設工事

工事項目

工事種目

　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。ただし、その他の工事種目はすべ

　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

５．工事範囲

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所

し、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・FRP防水工事作業

・左官作業　・内外装板金作業

・自動ドア施工作業

・エーエルシーパネル工事作業ク・ALCパネル工事

・シーリング防水工事作業

令和　　年　　月（全　　　枚）

　　　て今回工事範囲とする。

　・特別管理産業廃棄物　　　　　　（・廃石綿　・PCB含有物　・　　　　 　）

　・発注者に引渡しを要するもの　　（・金属類　・　　　　　　　　　　　  ）

　・現場において再利用を図るもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

［1.3.8］

［1.3.8］

［1.3.8］

［1.4.1］化学物質を放散させる建築材料等

　　　　　する。

　　　規制対象外

下記表示のあるJAS規格品

　ａ．接着剤等不使用

　ｂ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｄ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｆ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　第三種 JIS及びJASのF☆☆☆規格品

建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣

建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣

ホルムアルデヒド放散量 該当する材料

 　 認定品

 　 　 放散しない材料使用

 　 　 放散しない塗料使用

 　 　 放散しない塗料等使用

 　 認定品

［1.4.2］

［1.5.2］施工数量調査１０

［1.5.3］

・構造物鉄工作業　・とび作業　

・P0DⅠ工法 ・M3DⅠ工法

・S－F1　　・S－F2

・S－M3

・S－M3

m2 当たり1箇所（　　）

   ・硬質塩化ビニル管（・VP　・RF-VP　  ）

ルーフドレン

・ろく屋根用（・たて形　・横形）

種　別

・バルコニー中継用

・バルコニー用

施工箇所

よる。

・かん合形

・はぜ締め形

形　式

※塗装溶融55％アル※重ね形

軒先面戸板 断熱材 耐火性能形状（mm） 材料（規格等）

　ミニウム－亜鉛合金

　めっき鋼板及び鋼帯

　（CGLCCR－20－

山高（　　　）

山ピッチ

　（　　　　）

板厚

  ※0.6 ・0.8

※あり

・なし

※あり

　種別

※30分

・なし

  （　　　  ）

  （　　　  ）mm

　厚さ

　AZ150）

  （　　　  ）時間

　防火性能

・DⅠ－1　※DⅠ－2

［3.8.3］［表3.8.1］

（13.3.2､3）（表13.2.1）

　　（５）特記事項に記載の（別2-　．）は、標仕の｢別図2　ボルト間隔等及び溶接継手の開先形状｣の該当項目を示す。

・M4DⅠ工法

［3.3.3］

　　　　　　　　　・市販品のれんが又は市販品のれんが形コンクリートブロック

　　　　　　　　　　（見え隠れ部分）

施工箇所

・SⅠ－M1  ・SⅠ－M2

・SⅠ－F1　・SⅠ－F2

・S4SⅠ工法

・P0SⅠ工法

・SⅠ－M3

　　　　　　　エッジング材張り　　　　・適用する

［3.7.7］

［3.7.8］

・なし

　　（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　　（６）　印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

Ⅰ　工事概要

Ⅱ　建築改修工事仕様

仕 様 書

　　 　　  　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　　　印と※印の付いた場合は、ともに適用する。

　　（２）特記事項は、　印の付いたものを適用する。

１

JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティ

　　　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上塗材及び壁紙は、ホルムア

　　　　　ルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しな

　　　　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチ

　　　　　ルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（３）特記事項に記載の［  ． ．］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　種類　　　※改修標仕表1.8.1による。ただし、種類は当該工事で該当する図面、表

　　　提出部数   ※各2部   ・　　部（A3版第二原図及び電子媒体（CD-R））

　測定対象室　　　・図示     ・ 

　測定箇所数　　　・図示     ・ 

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚さ（mm）　・ 

　※押出法ポリスチレンフォーム3種bスキン層付き　　厚さ（mm）　※25　・ 

・B－1　　※B－2

板材折曲げ形の笠木の取付方法　　※図示　　・ 

   ※配管用鋼管

ブリッジ工法　ボンドブレーカー張り　　・適用する

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※図示　・ 

　　・第二次判定：専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

　・PCB含有シーリング材の処理

　・再資源化を図るもの　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

　・　　　　　　　　　　　　　　※図示　・ 

　・資機材置場　　　　　　　　　※図示　・ 

　・工事用車両の駐車場所　　　　※図示　・ 

下記以外は現場説明書による。

※施工計画書　　　　提出部数　※1部　・　　部

アスファルトの種類　　※3種　・4種

工法の脱気装置　　※設ける　・設けない

   ※図示　・標仕13.5.3（d）（2）による

たてどい受金物の取付け

といの掃除口　　※あり（図示）　　・なし

   防露材のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

接着性試験　　※簡易接着性試験　・引張接着性試験（部位：　　　　　　　　）

　・コンクリート

　・れんが　　　　※JIS R 1250によるもの

　・乾式保護材　　※押出成形セメント板（厚さ15mm）　　・ 

　　　　除去範囲　　　※図示　・ 

　　・除去処理工事

　　　　分析個数　　　計（　　　）箇所

　　　　採取箇所　　　※図示　・ 

　　　　採取箇所数　　計（　　　）箇所

　　・第一次判定：現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　・要　　　・不要

　・積雪区分　平12建告第1455号　別表（　　）

　※地表面粗度区分

　※風速　V0 ＝（　　　）m/s（平12建告第1454号第2）

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

※適用する

　着工前の測定　　・行う

　・既存図面修正

※図示　・ 

　・建設発生材仮置場　　　　　　※図示　・ 

・エキスパンション巾是正工事
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追記事項（1）（2）による

追記事項（1）（2）による

追記事項(1)(2)による

３４

［3.2.2］既存下地の補修２

［3.2.6］既存下地の補修箇所、範囲、数量等　　※図示　・ 

アスファルト補修の材料　　※JIS K 2207による3種　・ 

［3.2.3］既存防水層の処理１

［3.2.4］

［3.2.6］

立上り部の防水層撤去

露出防水層表面の仕上げ塗装除去

　・行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・行う（

［表3.1.1］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

改修用ドレン

３ 既存保護層（平場）の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　）

　・設ける（                                                             ）

［2.2.1］

により、設置については「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」によるものとする。 

足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成21年4月策定）

工事用電力６

工事用水５

　・既存建物内の一部を使用する

　・構内に新設する（規模及び仕上げの程度は現場説明書による）

・設けない

※設ける監督職員事務所４ ［2.4.1］

［2.2.1］［表2.2.1］

［2.2.1］［表2.2.2］材料、撤去材等の運搬方法　　・A種　※B種　・C種　・D種　・E種

　　　　　防護シート　　※設置する　・設置しない

・合板（※9.0　・　　　　）

仕上材（厚さ　mm）

・あり

※なし

・片面

※なし

塗　装充填材

仮設扉

※C種

・B種

・A種

・鋼製扉

※木製扉

　単管下地

・木下地

※軽量鉄骨

防炎シート

下　地種　別

［2.3.2］［表2.3.1］仮設間仕切り等の種別仮設間仕切り

※片面フラッシュ程度　・ 

※合板張り程度　・ 

［2.3.1］既存部分の養生２

固定家具等の移動　　※行わない　　　　・行う（図示）

内部足場　種別　　※きゃたつ、足場板等　・ 

※せっこうボード（※9.5　・12.5　　）

厚さ　 mm

外部足場　種別　　※Ａ種　・B種　・C種　・D種

豊中市浜２丁目１４番１号

４．工事内容 ・図示によるエキスパンション巾の是正工事

・上記に伴なう仕上等の改修工事

渡り廊下　ＲＣ造４階建て　２２８ｍ２

構内既存の施設　　・利用できない　※利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　　・利用できない　※利用できる（※有償　・無償）

２

１２

既存部分の養生　　　※ビニルシート等　・コンパネ 

既存家具等の養生　　※ビニルシート等　・コンパネ 

３

既存防水層（平場）の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　）

保
護
防
水

露
出
防
水

［3.4.2､3］［表3.1.1］［表3.4.1～3］

・M4AS工法

厚さ（mm）新規防水層の種別 施工箇所防水改修工法の種類

４

シート防水

改質アスファルト

・AS－1　・AS－2　・AS－3

・M3ASⅠ工法 ・ASⅠ－1　・ASⅠ－2

・P0ASⅠ工法

・M4ASⅠ工法

・AS－4　・AS－5　・AS－6

・P0AS工法

・M3AS工法

［3.6.2､3］［表3.1.1］［表3.6.1］

・カラー

・シルバー

・X－1　※X－2

仕上げ塗料塗り新規防水層の種別 施工箇所防水改修工法の種類

・L4X工法

塗膜防水

※X－1　・X－2

６

・P0X工法

外壁、金物回り 2成分形ポリウレタン系（仕上げあり）

2成分形変形シリコーン系（仕上げなし）

［3.6.3］脱気装置　　※設けない　・設ける

・アスファルト系湿気硬化型塗膜防水

［3.5.4］

［3.5.3］脱気装置　　・設ける　・設けない

目地処理　PCコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［表3.4.3］

［3.4.3］

　※設けない　・設ける

の脱気装置

工法の防湿層　　・設ける　・設けない

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

のエキスパンション巾是正工事一式を行うもの

・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

 ① 

 ② 

 ③ 

 ① 

 ② 

・P0AS ・P0ASⅠ ・P0D ・P0DⅠ ・P0S ・P0SⅠ ・P0X

・P0S(機械) ・P0SⅠ(機械) ・M4S ・M4SⅠ

　　　　・S4S(機械) ・S4SⅠ(機械)

・M4AS ・M4ASⅠ ・M4C ・M4DⅠ ・L4X

M3D、P0D、P0DⅠ、M3DⅠ及びM4DⅠ

M3ASⅠ、M4ASⅠ及びP0ASⅠ

M3AS、P0AS、M3ASⅠ、M4ASⅠ及びP0ASⅠ

訂正年月日

会社

株式

１級建築士登録第３６１０７７号 図面名称

工事名

浦　田　佳　宏

代表者

設計番号

縮尺

設計年月日

担当

林設計事務所
検印

特記仕様書（１）

令和　　年　　月凡

例

追記事項(1)(2)による

追記事項(1)(2)による

追記事項(1)(2)による

追記事項(1)(2)による

追記事項(1)(2)による

追記事項(1)(2)による

追記事項(1)(2)による

追記事項(1)(2)による

追記事項(1)(2)による

追記事項(1)(2)による

電気設備工事 機械設備工事

追記事項(1)(2)による

追記事項(1)(2)による

追記事項(1)(2)による

・各階エキスパンションジョイント幅の是正工事 ８個所

・行わない
10　エキスパンション改修工事

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）」（以下「標仕｣とい

　　書（建築工事編）（平成31年版）」（以下｢改修標仕｣という。）により、また、改修標仕に記載されていない事項は、

１．共通仕様

　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様

　　う。）による。

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　平成28年版）

・建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成31年版）

・工事写真の撮り方（改訂第3版）建築編（建設大臣官房官庁営繕部監修）
２

（別途工事）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

１２２

一
般
共
通
事
項

仮
設
工
事

防
水
改
修
工
事

１２ １１

4-A01
豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事

10



１．一般共通事項

○ 設 計 変 更 に 関 わ る 工 事 は 監 督 職 員 の 指 示 に よ っ て 行 う 。

№

建

1級建築士登録

検　　印

○ そ の 他 の 事 項 や 書 式 に つ い て は 、 「 豊 中 市 建 築 工 事 提 出 書 類 作 成 要 領 ・ 受 注 者 検

○ 受 注 者 よ り 提 出 さ れ た 施 工 図 及 び 、 施 工 計 画 書 の 著 作 に か か わ る 当 該 建 物 に 限 る

　 使 用 権 は 、 発 注 者 に 委 譲 す る も の と す る 。

○ 疑 義 が 生 じ た 場 合 は 監 督 職 員 と 協 議 の 上 決 定 す る こ と 。

○ 運 送 業 に つ い て は 、 貨 物 自 動 車 運 送 業 法 を 遵 守 す る こ と 。 ま た 、 一 般 貨 物 自 動 車

○ 特 記 な き 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書

○ 施 設 利 用 者 及 び 近 隣 住 民 の 安 全 対 策 に つ い て は 、 監 督 職 員 、 施 設 管 理 者 と 十 分 協

　 議 を 行 い 終 始 安 全 に 注 意 し 施 工 す る こ と 。

○ 近 隣 へ の 工 事 説 明 等 は 受 注 者 に て 行 う こ と 。 （ 求 め ら れ た 場 合 の 説 明 会 を 含 む ）

○ 工 事 に 伴 う 近 隣 の 安 全 対 策 、 折 衝 及 び 損 害 補 償 は す べ て 受 注 者 が 行 う こ と 。

○ 工 事 車 両 に お け る 事 故 防 止 の 安 全 対 策 は 受 注 者 の 責 務 と す る 。

○ 工 事 車 両 駐 車 場 は 図 示 す る 範 囲 と し 、 周 辺 道 路 は 全 て 駐 車 禁 止 と す る 。 ま た 駐 車

　 場 の 不 足 に つ い て は 、 受 注 者 の 負 担 に て 近 隣 で 確 保 す る こ と 。

○ 仮 設 電 力 ・ 用 水 ・ 電 話 は 工 事 専 用 と し 、 引 込 等 の 費 用 は 本 工 事 に 含 む 。

○ 解 体 及 び は つ り 工 事 の 実 施 時 期 に つ い て は 、 監 督 職 員 、 施 設 管 理 者 と 協 議 の 上 、

　 決 定 す る こ と 。

○ 解 体 及 び は つ り 工 事 等 の 騒 音 、 粉 塵 及 び 振 動 を 伴 う 作 業 に つ い て は 、 周 辺 環 境 へ

　 の 影 響 の 少 な い 工 法 及 び 作 業 を 選 定 す る こ と 。 ま た 換 気 装 置 、 送 風 機 用 ダ ク ト 、

　 集 塵 機 等 に よ り 周 辺 へ の 粉 塵 飛 散 の 抑 制 を 行 う こ と 。

○ 石 綿 含 有 建 材 の 除 去 工 事 の 実 施 時 期 に つ い て は 、 監 督 職 員 、 施 設 管 理 者 と 協 議 の

　 上 、 決 定 す る こ と 。

○ 室 内 化 学 物 質 等 の 測 定 は 文 部 科 学 省 が 定 め る 基 準 以 下 で あ る こ と を 確 認 し 、 気 温

　 、 湿 度 （ 室 内 ・ 室 外 ） 、 天 候 、 風 の 状 況 、 日 射 進 入 状 況 、 測 定 月 日 、 時 間 、 窓 の

　 測 定 す る 化 学 物 質 の 種 類

　 　 　 　 　 　 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド ・ ・ ・ ・ ・ 100ug/m 3  0 .08 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 ト ル エ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 260ug/m 3  0 .07 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 ス チ レ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 220ug/m 3  0 .05 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン ・ ・ ・ 240ug/m 3  0 .04 ppm以 下

　 　 　 　 　 　 エ チ ル ベ ン ゼ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3800ug/ m3  0.8 8pp m以 下

　 測 定 方 法 　 　 ア ク テ ィ ブ 型 採 取 機 器 に よ り 行 う 。

　 測 定 対 象 室 及 び 測 定 箇 所 数 　 　 箇 所

　 対 象 室

○ 測 定 機 関 は 受 注 者 以 外 の 専 門 測 定 機 関 等 に 委 託 す る こ と 。 測 定 機 関 等 に つ い て は

　 都 道 府 県 労 働 局 に 登 録 さ れ て い る 作 業 環 境 測 定 機 関 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 技 術 を

　 有 す る 者 と す る 。

○ 敷 地 内 に 現 場 事 務 所 等 を 新 た に 設 置 す る 場 合 、 豊 中 市 火 災 予 防 条 例 第 45条 の 規 定

　 に よ り 、 届 出 書 を 所 轄 消 防 署 へ 提 出 す る こ と 。

　 し て 、 無 断 の 工 事 関 係 者 以 外 の 立 ち 入 り を 不 可 と す る こ と 。

○ 工 事 に 伴 う 移 動 可 能 な 備 品 等 の 移 動 は 原 則 図 面 に よ る が 、 監 督 職 員 ・ 施 設 管 理 者

　 と 十 分 協 議 の 上 そ の 指 示 に 従 い 、 移 動 等 を 行 う こ と 。 ま た 、 図 示 な き 場 所 の 移 動

　 に つ い て も 、 協 議 の 上 軽 微 な も の は 本 工 事 に 含 む 。

○ 本 工 事 の 施 工 に あ た り 支 障 と な る 樹 木 、 フ ェ ン ス 、 屋 外 通 路 の 屋 根 等 の 枝 払 い 、

　 移 植 、 仮 撤 去 ・ 復 旧 等 は す べ て 本 工 事 に 含 む 。

○ 工 事 使 用 範 囲 に つ い て は 購 入 土 （ マ サ 土 ） に て 整 地 ・ 転 圧 を 行 う こ と 。

○ 外 部 足 場 は Ｗ 900以 上 （ 昇 降 部 ： Ｗ 1200以 上 ） と す る 。

○ 本 工 事 は 、 建 築 基 準 法 、 労 働 安 全 衛 生 法 、 大 気 汚 染 防 止 法 、 建 設 工 事 公 衆 災 害 防

　 止 対 策 要 綱 、 そ の 他 関 連 法 令 を 遵 守 す る こ と 。

　 を 行 う 場 合 は 作 業 時 間 及 び 作 業 内 容 を 施 設 管 理 者 に 説 明 し た 上 で 、 承 諾 を 得 る こ

　 と 。

　 開 閉 状 況 、 機 械 換 気 量 、 工 事 完 成 時 か ら 測 定 ま で の 日 数 、 測 定 濃 度 、 測 定 方 法 及

　 測 定 時 期 　 　 施 工 前 　 　 工 事 完 了 後

○ 各 種 揮 発 性 有 機 化 合 物 濃 度 が 上 記 測 定 基 準 値 以 下 と な る こ と を 確 認 す る ま で は 引

　 渡 し 不 可 と す る 。 そ の 場 合 に は 発 生 原 因 を 究 明 し 汚 染 物 質 の 発 生 を 低 く す る 等 、

　 適 切 な 措 置 を 講 じ る 。 さ ら に 十 分 な 換 気 を 励 行 し 再 度 測 定 を 行 う 。 測 定 値 が 基 準

工事概要

　 ２ ． 仮 設 工 事

豊  中  市  財　務　部　施　設　課
第256765号
西本　裕昭

○ 工 事 現 場 内 を 含 む 、 敷 地 内 は 全 面 禁 煙 と す る 。

　 　 　 　 　 　 キ シ レ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 200ug/m 3  0 .05 ppm以 下

○ 撤 去 に 伴 う ガ ラ 等 の 発 生 材 の 処 理 に つ い て は 、 「 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る

工事名

期間

監理

施工

工事

5
0
0

建築主体工事（　　　）

電気設備工事（　　　）

機械設備工事（　　　）

840

　 協 力 依 頼 板 、 危 険 表 示 等 を 設 置 す る こ と 。

○ 表 示 位 置 は 監 督 職 員 の 指 示 す る 場 所 と す る 。

○ 表 示 板 仕 様 ： 木 下 地 亜 鉛 鉄 板 貼 の 上 Ｓ Ｏ Ｐ 仕

　 　 　 　 　 　 　 上 げ

○ 本 工 事 に よ り 、 付 近 の 敷 地 及 び 既 存 建 物 そ の 他 に 損 傷 を 与 え た 場 合 に は 、 受 注 者

　 の 負 担 に て 全 て 原 状 回 復 を 行 う こ と 。

　 施 工 す る こ と 。

○ 工 期 内 の 施 工 に 伴 う 災 害 及 び 公 害 の 防 止 は 、 建 築 基 準 法 、 労 働 安 全 衛 生 法 、 大 気

　 汚 染 防 止 法 、 建 設 工 事 公 衆 災 害 防 止 対 策 要 綱 、 そ の 他 関 係 法 令 に 従 い 適 切 な 処 置

　 を 行 う と と も に 、 特 に ① ～ ④ の 事 項 を 守 る こ と 。

　 ① 第 三 者 に 災 害 を 及 ぼ し て は な ら な い 。

　 ② 公 害 の 防 止 に 努 め る こ と 。

　 ③ 善 良 な 管 理 職 員 の 注 意 を も っ て し て も 、 災 害 ま た は 、 公 害 の 発 生 の 恐 れ が あ る

　 　 場 合 の 処 置 に つ い て は 速 や か に 監 督 職 員 と 協 議 す る こ と 。

○ 工 事 に 伴 い 障 害 物 が 発 見 さ れ た と き は 、 速 や か に 監 督 職 員 に 報 告 し 、 協 議 の 上 、

　 ④ 受 注 者 は 工 事 期 間 中 、 火 災 保 険 を 含 む 建 設 工 事 保 険 に 加 入 す る こ と 。 ま た 、 損

　 　 害 を 補 填 で き る 第 三 者 損 害 賠 償 責 任 保 険 に 加 入 す る こ と 。

○ 着 工 に 先 立 ち 施 工 計 画 書 を 提 出 し 、 監 督 職 員 の 承 諾 を 得 る こ と 。 ま た 、 工 事 完 了

　 時 に は 施 工 報 告 書 を 提 出 す る こ と 。

○ 豊 中 市 環 境 の 保 全 等 の 推 進 に 関 す る 条 例 に 定 め る 特 定 建 設 作 業 を 行 う 場 合 は 、 速

　 す る こ と 。

　 る 。

　 査 要 領 」 「 建 築 材 料 等 評 価 名 簿 （ 最 新 版 ） （ 一 般 社 団 法 人 公 共 建 築 協 会 ） 」 に よ

○ 仮 間 仕 切 り の 扉 等 工 事 範 囲 の 出 入 口 は 、 施 錠 を 行 う か 交 通 誘 導 員 を 配 置 す る な ど

○ 交 通 誘 導 員 の 配 置 は 、 特 記 仕 様 書 の ほ か 仮 設 計 画 図 に よ る 。

○ 労 働 安 全 衛 生 規 則 を 遵 守 し 、 仮 設 足 場 を 設 置 す る こ と 。 ま た 、 労 働 安 全 衛 生 法 に

　 基 づ く 届 出 を 行 う こ と 。

○ 敷 地 内 に 現 場 事 務 所 等 を 新 た に 設 置 す る 場 合 、 基 礎 を 建 築 基 準 法 第 20条 に 適 合 さ

　 せ る こ と 。

○ 施 工 図 ・ 施 工 計 画 書 の 作 成 に 際 し 、 関 連 工 事 及 び 別 途 工 事 （ 設 備 工 事 等 ） を 含 め

　 た 総 合 図 を 作 成 し 、 監 督 職 員 の 承 諾 を 得 る こ と 。

○ 学 校 に お け る 工 事 の 場 合 は 、 テ ス ト 期 間 中 は 軽 作 業 の み と す る 。 や む を え ず 作 業

○ 竣 工 引 渡 し 時 、 施 工 上 の 欠 陥 あ る い は 使 用 材 料 の 不 良 に よ り 生 じ た 破 損 は 、 直 ち

　 に 無 償 手 直 し を す る 旨 の 保 証 書 を 受 注 者 ・ 施 工 業 者 ・ 製 造 メ ー カ ー 連 名 に て 提 出

　 す る こ と 。 各 保 証 期 間 は 以 下 に よ る 。

　 塗 装 工 事 ： 2年 　 外 壁 塗 装 工 事 ： 2年

　 防 水 工 事 ： 10年 　 床 シ ー ト 類 ： 2年

　 シ ー リ ン グ 工 事 ： 5年 　 塗 膜 防 水 工 事 ： 5年

　 ア ス フ ァ ル ト シ ン グ ル 工 事 ： 10年 　 EV： 2年

　 行 う こ と 。

○ 別 契 約 の 関 連 工 事 に つ い て 、 関 連 工 事 の 受 注 者 に 対 し 、 次 の も の に つ い て 便 宜 を

　 供 与 す る 。 こ れ ら に 要 す る 費 用 の 負 担 は 、 全 て 受 注 者 の 負 担 と す る 。 そ の 他 に つ

　 い て は 工 事 区 分 表 に よ る 。

　 ① 関 連 工 事 を 行 う 場 所 へ の 出 入 り 及 び 安 全 管 理

　 ② 仮 囲 い ・ 足 場 等 の 仮 設 物 の 利 用

　 ③ 障 害 と な る 仮 設 物 の 取 除 き 、 貫 通 孔 等 の 設 置 、 ボ ル ト ・ イ ン サ ー ト 等 の 取 付 け

　 ④ 材 料 の 取 込 に 必 要 な 搬 入 口 ・ 通 路 等 の 設 置 ・ 確 保

○ 前 項 の 場 合 に お い て 請 負 代 金 額 の 変 更 を 行 う 場 合 は 、 そ の 都 度 施 工 に 着 手 す る 前

○ 増 減 内 訳 書 に お け る 工 事 単 価 は 工 事 請 負 契 約 時 の 工 事 単 価 と す る 。

○ 本 工 事 に お け る 市 よ り 公 開 す る 参 考 数 量 書 は 参 考 資 料 の た め 、 設 計 変 更 及 び 差 引

　 増 減 の 対 象 と な ら な い も の と す る 。 ま た 、 参 考 数 量 書 の 内 容 は 質 疑 の 対 象 と な ら

　 な い も の と す る 。 な お 、 本 図 面 と 参 考 数 量 書 と の 間 で 相 違 が あ っ た 場 合 は 図 面 を

　 優 先 と す る 。

○ 受 注 者 は 請 負 契 約 締 結 後 10日 以 内 に 本 工 事 に 係 る 差 引 増 減 対 応 が 可 能 な 工 事 費 内

　 訳 書 を 施 設 課 へ 提 出 す る こ と 。

○ 質 疑 は 必 ず 文 書 に て 行 い 、 電 話 等 で は 行 わ な い こ と 。 や む を 得 ず 電 話 等 に て 行 う

　 場 合 は 、 質 疑 内 容 等 を 記 載 し た 質 疑 応 答 書 を 作 成 の 上 、 す み や か に 監 督 職 員 の 承

　 諾 を 得 る こ と 。

○ 工 事 写 真 は 、 国 土 交 通 省 「 営 繕 工 事 写 真 撮 影 要 領 」 に 準 拠 す る も の と す る 。

○ 設 計 図 書 は 、 主 要 な 部 位 ・ 事 項 に つ い て の 設 計 意 図 を 示 す も の で あ り 、 必 ず し も

　 工 事 の 完 了 に 必 要 な す べ て の 情 報 を 網 羅 す る も の で は な い 。

○ 受 注 者 は 、 設 計 図 書 に 示 さ れ た 情 報 を も と に 、 製 造 者 等 の 特 定 を 経 て 、 工 程 や 下

　 地 等 を 考 慮 の う え 、 責 任 を 持 っ て 生 産 設 計 、 製 作 、 施 工 を 行 い 、 工 事 の 適 切 な 進

　 行 と 完 成 に 必 要 な す べ て の も の を 供 給 す る 。

○ 設 計 図 書 に お け る 疑 義 は 、 工 事 請 負 契 約 締 結 前 に 質 疑 回 答 書 等 を も っ て 解 決 済 み

　 と み な す 。 工 事 請 負 契 約 締 結 後 に 標 仕 [1.1.8 (1)]の 疑 義 等 が 発 見 さ れ た 場 合 、 原

　 則 と し て 請 負 代 金 額 の 増 額 及 び 工 期 延 長 は 行 わ な い 。

　 法 律 」 「 建 設 リ サ イ ク ル 法 」 等 に よ る 、 建 設 廃 棄 物 処 理 委 託 契 約 書 の 写 し を 提 出

工事名称

工事場所

工事種目

一 般 事 項

　 や か に 、 同 届 出 書 を 本 市 環 境 部 環 境 指 導 課 へ 提 出 し 、 そ の 写 し を 監 督 職 員 へ 提 出

○ 建 設 業 退 職 金 共 済 制 度 掛 金 収 納 書 届 及 び 証 紙 の 受 払 簿 を 監 督 職 員 へ 提 出 す る こ

　 と 。 ま た 、 本 工 事 が 同 制 度 加 入 済 み で あ る こ と の 標 記 を 、 現 場 内 で 監 督 職 員 の 指

　 示 す る 場 所 に 掲 示 す る こ と 。

○ 工 事 表 示 板 、 建 設 業 許 可 票 、 労 災 成 立 証 明 票

　 す る こ と 。 ま た 、 再 生 資 源 利 用 計 画 書 及 び 実 施 書 に 数 量 を 入 力 し 、 入 力 デ ー タ 等

　 を 監 督 職 員 に 提 出 す る こ と 。

○ 発 生 し た 廃 棄 物 は 、 現 場 よ り 直 接 処 分 場 へ 持 ち 込 む こ と と す る 。

運 送 事 業 を 経 営 し よ う と す る も の は 、 国 土 交 通 大 臣 の 許 可 を 受 け た 者 と す る こ と 。

○ 本 工 事 は 「 情 報 共 有 シ ス テ ム 」 を 活 用 す る 工 事 で あ る 。 適 用 に あ た っ て は 、 国 土

　 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 が 定 め る 「 工 事 施 工 中 に お け る 受 発 注 者 間 の 情 報 共 有

　 シ ス テ ム 機 能 要 件 2019年 版 営 繕 工 事 編 」 を 満 た す 情 報 共 有 シ ス テ ム と し 、 監 督 職

　 員 と 協 議 の 上 決 定 し 使 用 す る こ と 。

　 提 出 書 類 は 原 則 、 情 報 共 有 シ ス テ ム を 使 用 し 、 電 子 提 出 す る こ と 。

〇 石 綿 含 有 建 材 の 有 無 に 関 わ ら ず 、 建 築 物 （ 建 築 設 備 を 含 む ） 等 の 解 体 ・ 改 修 工 事

　 を 行 う 前 に 石 綿 含 有 建 材 の 調 査 を 実 施 し 、 調 査 結 果 を 発 注 者 及 び 大 阪 府 に 報 告 す

　 る こ と 。 調 査 結 果 の 報 告 は 、 大 阪 府 に 対 し て は 原 則 と し て 石 綿 事 前 調 査 結 果 報 告

　 シ ス テ ム を 使 用 し 、 発 注 者 に 対 し て は 監 督 職 員 の 指 示 に よ る も の と す る 。

　 な お 、 当 調 査 は 、 一 般 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 又 は 特 定 建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調

　 査 者 が 行 う も の と す る 。

　 ま た 、 敷 地 外 に お い て も 近 隣 住 民 の 迷 惑 に な る 場 所 で の 喫 煙 は 避 け る こ と 。

関 連 工 事 ○ 総 括 安 全 衛 生 管 理 者 と し 、 労 働 者 の 危 険 又 は 健 康 障 害 を 防 止 す る た め の 措 置 等 を

設 計 変 更

数 量 公 開

工 事 関 係 図 書

工 事 現 場 管 理 化 学 物 質 の 濃 度 測 定

工 事 検 査

及 び 技 術 検 査

に 請 負 代 金 額 の 増 減 を 明 示 し た 増 減 内 訳 書 を 提 出 し 監 督 職 員 の 確 認 を 受 け る こ と 。

　 す る こ と 。

○ 工 事 中 に お け る 道 路 清 掃 を 励 行 し 、 特 に 進 入 路 付 近 の 清 掃 は 随 時 行 う こ と 。

　 び 使 用 し た 機 器 を 明 示 し た 報 告 書 を 提 出 す る こ と 。

　 値 以 下 と な る こ と を 確 認 後 に 引 渡 し す る こ と 。

完 成 写 真

　 　 　 　 　 　 ア ン グ ル を 考 慮 し て 着 工 前 に 撮 影 ）

完 成 図

　 現 況 写 真 　 （ 工 事 場 所 及 び そ の 附 近 の 必 要 と 思 わ れ る 箇 所 に つ い て 完 成 後 の 写 真

　 竣 工 写 真 と 現 況 写 真 を 対 比 し た ア ル バ ム デ ー タ

　 竣 工 写 真 　 竣 工 後 、 外 観 や 室 内 各 室 を 撮 影

〇 工 事 完 成 時 に 以 下 の も の を 監 督 職 員 に 提 出 す る 。

〇 以 下 の も の を 監 督 職 員 に 提 出 す る 。

　 完 成 図 の デ ー タ

　 （ 製 本 サ イ ズ と 作 成 部 数 は 監 督 職 員 に 確 認 す る こ と 。 ）

○ 工 事 着 手 、 施 工 、 完 成 に あ た り 、 「 標 仕 」 1.1.3 に よ る 関 係 官 公 署 そ の 他 の 関 係

　 機 関 へ の 必 要 な 届 出 手 続 き 等 「 監 理 指 針 」 表 1.1.1 を 遅 滞 な く 行 う 。 な お 、 こ れ

　 に 要 す る 費 用 は 本 工 事 に 含 む 。

○ 作 業 時 間 は 原 則 と し て 午 前 8時 か ら 午 後 6時 ま で と し 、 土 曜 、 日 曜 、 祝 日 は 休 業 と

　 完 成 図 を 印 刷 し 、 背 張 り 製 本 し た も の 　 A4判 2冊 程 度

　 を え ず 計 画 通 知 の 変 更 等 を 行 う 場 合 は 全 て 受 注 者 の 負 担 に て そ の 手 続 き を 行 う こ

　 と 。 な お 、 そ れ に 伴 う 本 工 事 の 工 期 変 更 及 び 金 額 変 更 は 一 切 認 め な い 。

○ 屋 内 で 使 用 す る 材 料 の 選 定 に あ た っ て は 、 揮 発 性 有 害 物 質 の 放 散 に よ る 健 康 へ の

　 影 響 に 配 慮 す る こ と 。

○ 可 能 な 限 り リ サ イ ク ル 材 を 使 用 す る こ と 。

○ 図 中 寸 法 は す べ て 参 考 寸 法 と し 、 施 工 に 先 立 ち 現 場 実 測 等 を 行 い 設 計 図 書 と 現 場

　 と の 相 違 が な い か 確 認 す る こ と 。 ま た 、 相 違 が あ っ た 場 合 は 速 や か に 監 督 職 員 に

　 報 告 す る こ と 。

○ 隠 ぺ い 部 分 の 工 事 は 事 前 に 監 督 職 員 の 確 認 を 受 け た 後 、 次 の 工 程 に 進 む こ と 。 な

○ 監 督 職 員 に よ る 立 会 検 査 時 は 、 工 事 受 注 者 に よ る 検 査 を 行 い 、 そ の 記 録 を 提 出 （

　 写 真 含 ） し な け れ ば な ら な い 。 記 録 が な い 場 合 は 監 督 職 員 に よ る 検 査 は 行 わ ず 、

　 そ れ に よ る 工 事 の 遅 延 は 工 事 受 注 者 の 責 と み な す 。

○ 工 事 車 両 及 び 工 事 関 係 車 両 は 、 当 工 事 で あ る 旨 の 表 示 を 行 う こ と 。 な お 、 そ の 表

　 示 は 、 第 三 者 が 識 別 で き る よ う 工 夫 す る こ と 。

○ 本 工 事 の す べ て の 作 業 員 は 名 札 ま た は 腕 章 等 で 、 本 工 事 の 作 業 員 で あ る こ と を 明

　 示 す る こ と 。

○ 本 工 事 に 使 用 す る す べ て の 材 料 は 工 事 施 工 前 に 、 監 督 職 員 の 指 示 す る 資 材 の Ｓ Ｄ

　 Ｓ （ 安 全 デ ー タ シ ー ト ） 等 を 提 出 す る こ と 。

○ 図 面 中 、 同 等 品 以 上 （ 同 等 以 上 ） と 注 記 さ れ た 製 品 及 び 工 法 に お い て 、 同 等 品 以

　 上 の も の を 使 用 す る 場 合 は 事 前 に 監 督 職 員 の 承 諾 を 得 る こ と 。 そ の こ と に よ り 建

○ 国 等 に よ る 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 （ グ リ ー ン 購 入 法 ） に 定 め る

　 と こ ろ に よ り 、 環 境 負 荷 を 低 減 で き る 材 料 を 選 択 す る よ う 努 め る こ と 。

材 料 ・ 工 法

施 工

　 築 基 準 法 第 18条 第 2項 の 規 定 に よ る 計 画 通 知 の 変 更 は 原 則 と し て 認 め な い 。 や む

　 お 確 認 な き も の は 、 す べ て 無 効 と し 手 直 し 等 の 費 用 は す べ て 受 注 者 の 負 担 と す る 。

○ 残 土 処 分 は 市 が 指 定 す る 処 分 場 に て 処 分 す る こ と 。 な お 、 分 析 に か か る 費 用 は 本

　 工 事 に 含 む 。

３ ． 土 工 事

○ 本 工 事 は ４ 週 ８ 休 対 象 工 事 で は あ り ま せ ん 。 作 業 時 間 等 は 「 工 事 現 場 管 理 」 参 照

2 0 2 4年 4月 作 成

豊 中 市 立 高 川 小 学 校 外 1校 ト イ レ 等 内 装 改 修 及 び 渡 り 廊 下 改 修 工 事

・ 和 式 便 器 か ら 洋 式 便 器 へ の 改 修 工 事 に 伴 う ト イ レ ブ ー ス の 撤 去 ・ 新 設 等

豊 中 市 浜 2丁 目 14番 1号

特記仕様書（2）-追記特記（1）

令和6年(2024年)3月　

4-A02

　 及 び 「 公 共 建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 令 和 4年 版 ） 」 （ 以 下 「 改 仕 」 と い う 。 ） 、

（ 令 和 4年 版 ） 」 （ 以 下 「 標 仕 」 と い う 。 ） 、 「 建 築 工 事 監 理 指 針 （ 令 和 4年 版 ） 」

　 「 建 築 改 修 工 事 監 理 指 針 （ 令 和 4年 版 ） 」 に よ る 。

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事

10



改 ３ ． 防 水 改 修 工 事

 

ウ レ タ ン 塗 膜 防 水

図A 図B

図C

塗膜除去範囲

塗膜除去範囲

5
0

50

50
50

欠損部範囲

塗膜除去範囲

　欠損部・爆裂部　図D

既存外壁仕上塗材等劣化部範囲

クラック位置

　塗膜剥離部　

10

10

10

クラック位置

塗膜が健全な場合は塗膜を除去しないものとする。

　ひび割れ部(塗膜の除去あり)　ひび割れ部(塗膜の除去なし)

図E モルタル浮き部

ピンニング位置

125

50

5
0

12
5

浮き範囲

参 照

図 Ａ

図 Ｂ

図 Ｃ

図 Ｄ

塗膜除去範囲(外壁･上裏補修範囲)

2 0～ 30

注 入 材

モ ル タ ル

コ ン ク リ ー ト

ス テ ン レ ス ピ ン

ア タ ッ チ メ ン ト

引 張 り 試 験 用

加 重

図 　 １

ｺﾝｸ ﾘｰ ﾄ ｶ ｯ ﾀ ｰに よ る 切 断 個 所

○ 種 別 及 び 工 程 は 、 「 改 仕 」 表 3.6.1に よ る X-2工 法 と す る 。

○ 既 存 下 地 が ウ レ タ ン ゴ ム 系 塗 膜 防 水 の 場 合 、 既 存 防 水 層 の 処 理 は 「 改 仕 」 3.2.6

　 (3 )(カ )と す る 。

　 一 と な る よ う 全 面 を ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル に て 金 コ テ で 平 滑 に 仕 上 げ る こ と 。

○ 既 存 下 地 の 処 理 は 「 改 仕 」 3.2.6 ( 4 ) (エ )と す る 。 な お 、 下 地 処 理 は 塗 膜 厚 が 均

○ 勾 配 不 良 が み ら れ る 場 合 は 、 監 督 職 員 と 協 議 を 行 っ た 上 で 施 工 す る こ と 。

○ 補 強 布 は 所 定 の 位 置 に 浮 き 上 が り な く 張 り 付 け る こ と 。

○ 塗 膜 厚 は 補 強 布 等 が 透 け て 見 え な い 様 、 所 定 の 厚 み を 確 保 す る こ と 。

○ 使 用 材 料 は 、 可 能 な 限 り 環 境 対 応 型 を 使 用 す る こ と 。

○ 労 働 安 全 衛 生 法 施 行 令 別 表 第 三 に 掲 げ る 特 定 化 学 物 質 TDI及 び MOCA, M B O C Aを １ 重

　 デ ー タ シ ー ト （ MSDS又 は SDS） で 確 認 す る こ と 。

　 量 ％ 超 え て 含 有 す る ウ レ タ ン ゴ ム 系 塗 膜 防 水 は 使 用 不 可 と す る 。 化 学 物 質 等 安 全

○ ド レ ン 廻 り の 下 地 調 整 に 注 意 し 、 水 は け 不 良 が な い よ う に す る こ と 。

○ 床 面 は 防 滑 性 能 を 有 す る 粗 面 仕 上 げ と す る こ と 。

○ ウ レ タ ン 塗 膜 防 水 材 は 、 下 記 又 は 、 同 等 品 以 上 と す る 。

・ 田 島 ル ー フ ィ ン グ ㈱ 　 オ ル タ ッ ク ス カ イ

・ 日 新 工 業 ㈱ 　 UF30Q

シ ー リ ン グ ○ 使 用 材 料 は 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 シ ー リ ン グ （ ２ 成 分 型 ） と す る 。

○ 改 修 範 囲 内 の シ ー リ ン グ は 、 配 管 貫 通 部 、 ガ ラ リ 等 の 金 物 取 合 い 部 を 含 め て 、 す

　 べ て 打 替 え と す る 。

○ 外 壁 の 改 修 は 、 石 綿 含 有 仕 上 塗 材 の 除 去 が 完 了 し た 後 に 行 う こ と 。

○ 外 壁 改 修 の 施 工 に 先 立 ち 、 足 場 仮 設 後 す み や か に 、 ひ び 割 れ ・ 欠 損 ・ 浮 き 等 の 調

　 査 及 び マ ー キ ン グ を 行 い 、 種 類 ご と に 計 測 ・ 図 面 作 成 の 上 で 、 監 督 職 員 の チ ェ ッ

　 ク を 受 け る こ と 。

○ 建 具 廻 り や 打 継 目 地 の シ ー リ ン グ の 打 替 え 部 分 の シ ー リ ン グ 材 の 除 去 は 、 石 綿 含

　 有 仕 上 塗 材 除 去 と 同 時 に 行 う こ と 。

○ 石 綿 含 有 仕 上 塗 材 の 除 去 完 了 後 に 再 度 、 外 壁 補 修 部 の マ ー キ ン グ を 行 う こ と 。

改 4． 外 壁 改 修 工 事

施 工 数 量 調 査

石 綿 含 有 仕 上 塗 材

の 除 去 （ 石 綿 除 去

工 事 特 記 仕 様 書 に

よ る ）

○ 石 綿 含 有 仕 上 塗 材 の 除 去 範 囲 は 、 石 綿 除 去 工 事 特 記 仕 様 書 に 示 す 範 囲 と す る 。

コ ン ク リ ー ト 打 放 し の 上 塗 り 仕 上 げ 外 壁 面 及 び コ ン ク リ ー ト 打 ち 放 し 面外 壁 改 修 工 法 の 種

類

新 規 仕 上 げ

　 以 上 と す る 。 主 材 の 所 要 量 は 0.8kg /㎡ 以 上 と す る 。

○ 可 と う 形 改 修 仕 上 げ 塗 材 Ｅ の 上 塗 材 は 、 水 性 ア ク リ ル フ ッ 素 系 塗 材 又 は 同 等 品

○ 下 地 調 整 は 補 修 跡 が 目 立 た な い よ う に 平 滑 に 仕 上 げ る こ と 。 (パ タ ー ン 復 旧 含 む )

　 既 存 塗 膜 を 剥 離 、 飛 散 さ せ な い よ う に 注 意 す る こ と 。

・ エ ス ケ ー 化 研 ㈱ 　 シ ポ ロ ー ル M

○ 施 工 に 先 立 ち 、 見 本 色 板 (900ｘ 900)を 作 成 し 、 監 督 職 員 の 承 諾 を 受 け る こ と 。

・ 日 本 ペ イ ン ト ㈱ 　 ニ ッ ペ リ シ ン Ｒ

・ 菊 水 化 学 工 業 ㈱ 　 キ ク ス イ ロ ー ラ ー コ ー ト 既 調 合 型

○ コ ン ク リ ー ト 打 放 し 仕 上 部 の 下 地 調 整 は 、 水 洗 い 工 法 と す る 。

○ 仕 上 塗 材 に 先 立 ち 行 う 外 壁 の 洗 浄 は 、 デ ッ キ ブ ラ シ 等 に よ る 水 洗 い 程 度 と し 、

○ 外 装 薄 塗 材 Ｅ は 以 下 又 は 同 等 以 上 と す る 。

○ 使 用 材 料 は 下 記 と す る 。

・ 防 滑 性 塩 ビ シ ー ト 　 ｔ 2.5

〇 工 法 は 熱 溶 接 工 法 と す る 。

〇 接 着 剤 は ウ レ タ ン 樹 脂 系 と す る 。

改 6． 内 装 改 修 工 事

改 7． 塗 装 改 修 工 事

・関西ペイント(株)　スーパーシリコンルーフペイント

・エスケー化研(株)　クールタイトＳｉ

・日本ペイント（株）ファインルーフＳｉ

・水谷ペイント（株）塩ビ鋼板NBプライマー

・エスケー化研(株)　ビニタイトプライマー

・日本ペイント(株)　塩ビゾルウレタンプライマー

○ 鉄 部 の 塗 装 は 耐 候 性 塗 料 塗 り (DP)と し 、 上 塗 り 材 の 等 級 は 3級 と す る 。

○ 鉄 鋼 面 の 工 程 は 「 改 仕 7.8.2」 に よ る 。 種 別 は B種 と し 、 下 地 調 整 は RB種 と す る 。

○ 耐 候 性 塗 料 塗 り (DP3級 )を 鉄 部 に 塗 る 場 合 の 下 塗 り は 錆 止 め 効 果 を 有 す る こ と 。

○ 溶 剤 等 可 燃 物 の 保 管 、 管 理 は 厳 重 に 行 い 、 シ ン ナ ー 類 の 現 場 保 管 は 厳 禁 と す る 。

〇 隔 て 板 の 工 程 は 「 改 仕 7.8.4」 に よ る 。 種 別 は C-1種 と し 、 下 地 調 整 は RB種 と す る 。

　 但 し 、 素 地 を 傷 つ け な い よ う 注 意 し 、 手 工 具 に て 行 う こ と 。

そ の 他

○ 工 事 期 間 中 は 、 エ ア コ ン の 使 用 に 支 障 が 出 な い よ う に 施 工 す る こ と 。 尚 、 工 事 に

　 伴 う 損 傷 等 に つ い て は 、 受 注 者 に て 補 償 す る こ と 。

〇 道 路 占 用 許 可 申 請 の 書 類 作 成 、 申 請 手 続 き 及 び 占 用 料 金 は 受 注 者 に て 負 担 す る こ

〇 図 示 な く と も 樋 及 び 第 一 会 所 、 接 続 管 の 清 掃 は 今 回 工 事 に 含 む 。

〇 ク リ ー ニ ン グ の 仕 様 は 、 薬 剤 を 用 い て 水 ぶ き を す る 。

　 範 囲 は 必 要 最 低 限 と し 監 督 職 員 の 承 諾 を 得 る こ と 。

〇 既 存 の 植 栽 に つ い て 足 場 設 置 等 に 支 障 が あ る 場 合 に は 枝 払 い の こ と 。 ま た 枝 払 い

〇 壁 面 の 看 板 等 、 可 能 な 限 り 取 り 外 し を 行 い 、 仕 上 げ の 上 復 旧 の こ と 。

〇 現 場 ま で の 搬 入 経 路 は 原 則 、 公 道 を 通 行 す る こ と 。

〇 荷 降 ろ し 等 で 前 面 道 路 を 使 用 す る 場 合 は 、 道 路 使 用 許 可 の 申 請 手 続 き を 行 う こ と 。

　 協 議 を 行 う 。

〇 石 綿 含 有 外 壁 仕 上 塗 材 面 に 壁 つ な ぎ 等 （ 設 備 工 事 支 持 金 物 、 コ ア 抜 き 含 む ） 取 付

　 マ ス ク （ レ ベ ル 3対 応 ） を 着 用 す る こ と 。

　 の 際 は 、 粉 塵 が 周 囲 へ 飛 散 し な い よ う 湿 潤 、 集 塵 機 等 の 対 策 を 行 い 、 作 業 は 防 塵

〇 外 壁 塗 装 工 事 の 際 、 駐 車 場 に 停 め て い る 入 居 者 の 自 動 車 を 汚 す こ と の な い よ う

　 す る こ と 。

〇 ベ ラ ン ダ に 設 置 さ れ て い る 倉 庫 、 床 置 き の 室 外 機 等 は 、 仮 移 動 等 を 行 い 施 工

〇 入 居 者 の 所 有 物 に つ い て は 、 入 居 者 に て 移 動 を 原 則 と す る が 、 施 工 に あ た り

　 汚 染 や 破 損 の 恐 れ が あ る 場 合 は 養 生 等 を 行 う こ と 。

〇駐輪場屋根(塩ビ鋼板)には、塩ビ鋼板用のプライマーを使用し、以下又は同等以上とする。

〇駐輪場屋根に用いるアクリルシリコン樹脂塗料は、以下又は同等以上とする。

図 １

図 Ｅ

と 。

〇 建 物 周 囲 の 倉 庫 等 は 、 仮 撤 去 、 復 旧 を 行 う 。 仮 撤 去 前 に 監 督 職 員 、 施 設 管 理 者 と

外壁改修　(参考数量)

ｍ

ｍ

㎡

㎡

㎡

①

②

③

④

⑤

　 及 び ス テ ン レ ス 線 等 を 併 用 し て 施 工 す る こ と

・ 損 傷 が 著 し い 部 分 の 下 地 処 置 及 び 補 強 等 は 、 監 督 職 員 と 協 議 し 、 SUSア ン カ ー ピ ン

・ サ ン ダ ー 工 法 に よ り 塗 膜 脆 弱 部 を 撤 去 し 、 樹 脂 モ ル タ ル で 平 滑 に 仕 上 げ る こ と 。

　 じ た 場 合 は 、 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ に て 補 修 す る こ と 。

・ 欠 損 部 改 修 の エ ポ キ シ 樹 脂 モ ル タ ル は 「 コ ニ シ ㈱ Pモ ル タ ル 」 及 び 「 コ ニ シ ㈱ Kモ

　 員 の 指 示 に よ る 。 　 【 図 １ 】

○ ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 部 分 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法 の 抜 取 り 引 張 り 試 験 は 、 注 入 後 7日

・ ひ び 割 れ 部 改 修 の エ ポ キ シ 樹 脂 は 、 コ ニ シ ㈱ ボ ン ド シ リ ン ダ ー 工 法 又 は 、 同 等 品

　 以 上 と す る 。

　 経 過 し て か ら 引 張 試 験 を 行 う 。 接 着 強 度 は 1.2N/ m m以 上 と す る 。 検 査 箇 所 は 監 督 職

　 ル タ ル 」 又 は 同 等 以 上 と す る 。

「 改 仕 4.5.4」○ 塗 膜 剥 離 部 改 修 は 以 下 に よ る 。

○ 使 用 材 料 は 以 下 に よ る

○ 劣 化 部 と 健 全 部 の 縁 切 り 、 Uカ ッ ト 、 ピ ン ニ ン グ 等 に よ り 、 周 辺 健 全 部 に 浮 き が 生

・ 自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

ひ び 割 れ 部 補 修

・ Uカ ッ ト シ ー ル 材 充 填 工 法

(塗 膜 の 除 去 な し )

・ 自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法

ひ び 割 れ 部 補 修

・ Uカ ッ ト シ ー ル 材 充 填 工 法

(塗 膜 の 除 去 あ り )

浮 き 部 補 修

欠 損 部 補 修

充 填 工 法

塗 膜 剥 離 部

ピ ン ニ ン グ 部 分 注 入 工 法

・ デ ィ ッ ク プ ル ー フ ィ ン グ ㈱ 　 DPワ ン ガ ー ド ・ ゼ ロ

○ ひ び 割 れ 部 改 修 工 法 は 下 記 に よ る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「 改 仕 4.2.2」

・ Uカ ッ ト シ ー ル 材 充 填 工 法 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 「 改 仕 4.2.6」

・ 自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 「 改 仕 4.2.5 ( 3 )」

○ 欠 損 部 改 修 は 下 記 に よ る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 「 改 仕 4.2.8」 「 改 仕 4.3.3」

・ エ ポ キ シ 樹 脂 モ ル タ ル 充 填 工 法 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

〇 ス ト レ ー ナ ー を 取 外 し た 後 、 ド レ イ ン 及 び ス ト レ ー ナ ー の 清 掃 を 行 っ た 上 で 、 塗

　 装 す る こ と 。 （ ノ ン タ ー ル 変 性 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 ２ 回 塗 装 と す る ）

　 カ バ ー 等 で 養 生 を 行 う こ と 。

2024年 4月 作 成

№

建

1級建築士登録

検　　印

豊  中  市  財　務　部　施　設　課
第256765号
西本　裕昭

令和6年(2024年)3月　

4-A03

特記仕様書（3）-追記特記（2）

豊中市立高川小学校外1校トイレ等内装改修及び渡り廊下改修工事
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